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園
事
業
所
統
計
調
査
－
七
月
百
に
実
施

調
査
に
ご
協
力
を

　
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら

ん
で
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
あ
る
「
事
業
所
統
計
調
査
」
が
七

月
一
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
三
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
経

済
活
動
の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実

態
を
全
国
な
ら
び
に
地
域
別
に
明
ら

か
り
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
の
行
政
や
経
済
施
策
を
は
じ
め
、

民
間
で
は
事
業
計
画
を
立
て
る
際
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会
社

工
場
・
商
店
・
病
院
・
学
校
の
ぽ
か

官
公
庁
・
国
鉄
・
私
鉄
の
駅
・
ホ
テ

ル
・
旅
館
や
神
社
、
お
寺
に
い
た
る

ま
で
農
林
漁
家
を
除
く
全
国
六
百
三

十
万
（
町
内
二
百
二
十
五
）
の
事
業

所
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
次
の
三
つ
の
種
類

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
〔
甲
調
査
〕

　
民
間
経
営
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

調
査
事
項
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所

在
地
、
経
営
組
織
、
事
業
の
種
類
な

ど
九
項
目
で
す
が
、
会
杜
の
本
社
事

業
所
の
場
合
は
こ
の
ほ
か
に
資
本
金

額
な
ど
四
項
目
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

　
〔
乙
調
査
〕

　
サ
ー
ビ
ス
業
の
う
ち
物
品
賃
貸
業

（
レ
ン
タ
カ
ー
業
者
な
ど
）
、
旅
館

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

そ
の
他
の
宿
泊
所
、

　マイホーム資金の

　　　　借入れ申込みは

　　　　◆5月28日までに◆

受付期間　　昭和56年4月24日（金）から

　　　　　5月28日（木）まで

選定方法　　先着順に無抽選で選定します。

融資額　木造住宅（80㎡以上）の場合

　　　　410万円～430万円。断熱構造

　　　　化工事を行う場合20万円～40万

　　　　円融資額が加算されるほか、お

　　　　としより（65歳以上）の方が同

　　　　居する場合も50万円～150万円

　　　　加算される割増制度があります。

利率年5．5％
返済期間　　木造の場合　25年以内

申込みは　　お近くの農協か銀行で

詳しくは　　上記のほか、住公北関東支所

　　　　へ〔君（0272）一32－6655〕

理
容
、
浴
場
業
、
映
画
館
、
娯
楽
業

自
動
車
整
備
業
、
駐
車
場
業
お
よ
び

そ
の
他
の
修
理
業
が
対
象
で
、
調
査

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
名
称
、
現
金
給
与
支
給
額
、
最
近

一
年
間
の
総
売
上
高
。

　
〔
丙
調
査
〕

　
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
企

業
体
の
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所

の
名
称
、
所
在
地
、
事
業
の
種
類
、

職
員
数
の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。

　
な
お
、
調
査
の
方
法
は
「
甲
調
査
」

と
「
乙
調
査
」
は
都
道
府
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、
六
月
下

旬
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
を
訪
問
し

て
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
、
七
月

中
旬
ま
で
に
回
収
し
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
調
査
員
が
、
直
接
聞
き

取
り
調
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
酒
調
査
」
は
、
調
査
員
に
よ
ら
ず

国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
公
共
企

業
体
の
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

騰
人
事
い
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
月
一
日
付
）

　
　
新
採
用
（
写
真
左
か
ら
）

　
保
坂
　
輸
祐
（
産
業
課
・
農
林
施
設
係
）

　
佐
藤
　
　
仁
（
住
民
課
・
福
祉
係
）

　
佐
藤
さ
と
み
（
浦
田
保
育
所
・
用
務
員
）

　
　
異
動

　
村
山
　
恵
一
（
松
之
山
小
↓
松
中
）

　
　
退
　
職
　
　
（
三
月
三
十
【
日
付
）

　
佐
藤
　
カ
ツ
（
松
之
山
中
・
用
務
員
）

　
滝
沢
　
セ
ン
（
　
同
　
右
）

新
婚
さ
ん

石
塚
　
春
一
（
湯
之
島
・
金
八
）

邨
山
　
充
子
（
藤
　
原
・
大
下
）

高
橋
　
正
信
（
天
水
島
・
古
屋
敷
）

高
橋
八
重
子
（
天
水
島
・
里
島
屋
）

南
雲
　
武
　
　
（
松
之
山
・
治
助
）

滝
沢
久
美
子
（
津
南
町
）

う
ぶ
声

佐戸村高村丸高
藤枝山沢山山橋

貴
大
（
東
川
・
信
一
の
二
男
）

淳
子
（
藤
倉
・
富
雄
の
長
女
）

豊
和
（
湯
本
・
文
吉
の
長
男
）

喬
子
（
湯
本
・
精
一
の
長
女
）

咲
子
（
松
之
山
・
賢
次
の
長
女
）

　
聡
（
小
谷
・
誠
の
二
男
）

太
也
（
天
水
越
・
至
の
長
男
）

お
く
や
み

樋
口
　
嘉
一
㈲

高
橋
松
太
郎
馴

相
沢
熊
平
㈹

小
野
塚
万
吉
幽

佐
藤

樋
口

南
雲

石
塚

志
賀

竹
内

久
保
田

孫
七
㈲

国
平
㈲

静
江
㈲

久
一
㈹

泰
夫
㈹

久
吉
㈹

潔
㈲

（
湯
山
・
大
谷
）

（
天
水
島
・
門
七
）

（
下
蝦
池
・
山
根
）

（
本
川
・
向
屋
）

（
天
水
越
・
栗
之
木
沢
）

（
中
尾
・
元
院
）

（
西
之
前
・
つ
ん
ね
）

（
湯
之
島
・
久
兵
衛
）

（
松
之
山
・
ま
す
や
）

（
坂
中
・
糀
屋
）

（
新
田
・
と
お
じ
）

難

発懸灘鞍選磁醗縫雛雛

編集灘議嚢灘務鶏

製難饗難越畿脹

蚊

謙

灘纏
籔
臨
鞭

　
　
　
　
　
　
繊
糠
灘
灘
縫
鐡
欝
難
鱗
饗
羅
繍

　
雛
灘
轍
難
懸
麟
㎜
懸
難
懸
織
鐵
繋
㎜
鐵
欝

．
糠
繰
罐
懸
、
』
灘
欝
搬
雛
㎜
講
鰻
養
漿
叢

鎌
懸
蕪
慈
叢
雛
　
毒
叢
騰
灘
　
灘
㎜
灘

纏
羅
轍
灘
職
嚢
鍛
叢
懇
繍
懸
難
難
鑛

鍵
、
議
欝
韓
猿
灘
羅
薬
灘
懇
灘
鎌
織
欝
㎜

灘
鍍
藤
㎜
、
鏡
灘
灘
麹
馨
叢
灘
㎜
購
㎜
難
鑑

馨
捲
。

　
璽
懇
難
．
縁
灘
、
糊
総
爾
鏡
難
騰
灘

欝
嚢
羅
紹
灘
騨
鐙
驚
雑
灘
蓬
雛
饗
織

織
騰
鏡
灘
濾
騰
、
轍
繕
轍
、
顯
錘
毯
毅
懇

楼
．
、
懸
鱗
叢
鐵
饗
叢
暴
麟
蕪
籔
灘
鞍
馨

麹
灘
鰻
懇
鞭
．
・
鍛
聡
き
蕊
幾
嚢
肇
叢
鐵
鞭

灘
辮
耀
楼
穂
嶽
、
蟻
癒
惣
羅
鞭
惹
糞
灘

適
叢
蕊
霧
鞭
霧
灘
繋
嶽
蝶
繋
墾
逡
…

：
Q
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た
。　

行
政
改
革
は
、
い
ろ
ん
な
問
題
を

含
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
確
か
に

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
有
難
い
こ

と
で
な
か
ろ
う
か
、
と
つ
く
づ
く
感

じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
◆

　
メ
キ
シ
コ
は
ご
承
知
の
と
お
り
マ

ヤ
文
化
の
国
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

南
ア
メ
リ
カ
の
国
々
は
、
イ
ン
カ
文

明
の
国
、
と
い
う
の
が
私
ど
も
］
般

的
な
印
象
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。　

し
か
し
、
行
っ
て
み
る
と
メ
キ
シ

コ
セ
テ
ィ
を
中
心
と
す
る
中
央
の
高

原
地
帯
と
、
メ
キ
シ
コ
湾
の
湾
岸
地

帯
、
そ
れ
に
オ
ワ
ハ
カ
漢
谷
と
い
う

海外行政視察の報告
▲サンパウロには野菜の朝市が出る　トマト、ナス、ピー

マンなどが、台はかりて計り売りされている

渓
谷
地
帯
、
そ
れ
と
メ
キ
シ
コ
湾
の

南
側
に
あ
る
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
合
わ

せ
て
四
つ
ぐ
ら
い
の
先
住
民
族
に
よ

る
文
化
が
あ
る
と
聞
い
て
き
ま
し
た

　
私
ど
も
が
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に

言
っ
て
き
た
「
マ
ヤ
文
化
」
と
い
う

の
は
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
を
中
心
に
栄

え
た
文
化
の
こ
と
で
、
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
に
あ
る
の
は
い
わ
ゆ
る
ト
ル
テ

ガ
文
化
と
か
、
ア
ス
テ
カ
文
化
と
い

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
紀
元
三
〇
〇

年
か
ら
一
五
〇
〇
年
の
間
、
お
よ
そ

二
↓
O
O
年
ぐ
ら
い
の
間
に
先
住
民

の
文
化
と
し
て
栄
え
て
き
た
よ
う
で

し
た
。

　
そ
の
他
カ
ヒ
ン
文
化
、
オ
ロ
メ
カ

文
化
な
ど
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た

I
N
寸
N
ー

　町長は、4月末から2週間にわたり、メキシコとブラジル方

面に「外国における地方行政」を視察するため、県下代表の一

員として行ってきました。

　そこで、去る6月1日松之山小学校において、町内教職員連

絡協議会の席上で講演した中からいくつかをご紹介します。

が
、
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
年
代
に
、
全

く
別
々
に
栄
え
た
よ
う
で
し
た
。
そ

の
大
部
分
の
文
化
は
、
　
「
太
陽
」
を

神
と
し
た
も
の
で
、
中
に
拝
火
教
が

あ
る
と
聞
い
て
き
た
ん
で
す
が
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
み
た
い
な
も
の
が
中
央
の
高
原
地

帯
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
の
よ
う
に
近
代
的
な

時
代
に
な
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
一
五

〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で

ス
ペ
イ
ン
の
侵
略
者
エ
ロ
ナ
ン
．
コ

ル
テ
ス
が
、
一
κ
一
九
年
に
六
百
人

ほ
ど
の
兵
で
ア
ス
テ
カ
文
化
を
完
全

に
ま
っ
殺
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
．

　
　
　
　
◆

　
ア
ス
テ
カ
人
と
い
う
の
は
、
変
っ

た
信
仰
を
持
っ
て
お
り
「
自
分
た
ち

の
生
命
の
根
源
は
、
太
陽
で
あ
る
。

し
か
し
、
太
陽
は
破
壊
を
つ
か
さ
ど

る
宇
宙
と
、
夜
の
闇
と
戦
っ
て
い
る

ん
だ
、
太
陽
の
正
常
な
活
動
を
助
け

る
た
め
に
は
、
生
身
の
血
や
心
臓
、

い
わ
ゆ
る
「
い
け
に
え
」
を
提
供
し
な

け
れ
ば
太
陽
は
消
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
こ
ど
で
、
毎
年
そ
の
い
け
に
え

を
さ
さ
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
神
さ
ま
の
一
人
が
や
め
よ
う
で
な

い
か
と
言
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

強
く
反
対
さ
れ
い
け
に
え
を
や
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
そ
の
神
さ

ま
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
追
放
さ
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
印
象
の
深
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に

幾
つ
か
の
お
話
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
四
月
二
十
三
日
に
東
京
で
』

泊
し
、
翌
二
十
四
日
に
成
田
空
港
か

ら
飛
行
機
で
立
ち
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
町
村
長
が
津
川
と
西
山

の
町
長
さ
ん
と
私
の
三
人
、
県
か
ら

知
事
代
理
と
し
て
企
画
調
整
部
長
、

そ
れ
に
秘
書
課
長
補
佐
の
合
わ
せ
て

五
人
で
し
た
。
そ
の
他
県
議
会
議
員

が
十
六
、
七
名
行
き
ま
し
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
の
「
新
潟
県
人
会
二
十
五

周
年
記
念
式
典
」
で
一
諸
に
な
っ
た

ほ
か
は
、
別
行
動
で
し
た
。

　
　
　
　
◆

　
予
備
知
識
も
あ
ま
り
な
い
ま
ま
行

っ
た
せ
い
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
あ
ま
り

に
も
遠
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た

　
成
田
か
ら
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
ま

で
二
万
三
百
五
キ
・
あ
り
ま
す
。
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
を
起
点
に
申
し
上

げ
ま
す
と
、
そ
こ
か
ら
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
ま
で
『
万
七
百
八
＋
キ
・
で
し

た
か
ら
、
成
田
か
ら
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
ま
で
の
ざ
っ
と
半
分
の
距
離
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
成
田
か
ら
の
一
番
近
い
コ

ー
ス
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ

う
で
な
く
、
大
西
洋
を
巡
り
モ
ス
ク

ワ
経
由
の
方
が
約
二
千
キ
ロ
も
近
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
だ
と
片

道
一
万
八
千
キ
ロ
ほ
ど
で
す
か
ら
、

行
き
は
と
も
か
く
、
帰
り
は
こ
の
コ

ー
ス
で
帰
る
よ
う
に
計
画
し
た
ら
良

か
っ
た
の
に
…
…
と
思
い
ま
し
た
。

　
向
う
で
の
滞
在
は
、
メ
キ
シ
コ
に

三
泊
、
マ
ナ
オ
ス
に
二
泊
、
サ
ン
。
ハ

ウ
ロ
に
五
泊
し
て
き
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
給
油
を
除
い
て
一
直
線

に
飛
行
し
、
五
月
六
日
に
成
田
に
着

き
ま
し
た
。

　
麟

　
メ
キ
シ
コ
で
の
感
想
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
オ
ン
ボ
ロ
車
が
多
く
走
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
よ
う

に
車
検
制
度
が
な
い
た
め
だ
そ
う
で

免
許
証
の
更
新
も
十
年
に
一
回
と
い

う
、
日
本
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

う
ら
や
ま
し
い
よ
う
な
話
で
し
た
。

　
車
検
制
度
が
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
考
え
も
の
で
す
が
、
わ
が
国
も
今

　
　
　
　
　
太
陽
は
消
え
て
し
ま
う

“
い
け
に
え
”
を
や
め
れ
ば

の
よ
う
に
長
く
て
二
年
に
一
回
で
な

く
、
道
路
や
車
の
性
能
が
向
上
し
た

の
だ
か
ら
も
っ
と
そ
の
期
間
を
延
ば

し
て
も
…
…
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
私
が
言
っ
た
ん
で
は
な
い
の
で
す

が
、
昨
日
の
新
聞
に
第
二
臨
調
（
第

二
次
臨
時
行
政
調
査
会
〉
の
中
間
答

申
で
、
こ
の
二
つ
の
期
間
を
延
ば
し

た
ら
ど
う
か
、
と
書
い
て
あ
り
ま
し

カナダ
ノくンクーバ

ユカタン半島

こ》P

　　　　　アマゾン川

欄，

熊．一／臓i
　　　　　　　　　　　ホノルル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メキシコシテイ

洋平太

6、
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そ
の
と
き
、
神
さ
ま
は
「
も
う
一

度
必
ず
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
一
つ

の
葦
の
年
で
あ
る
」
と
い
う
予
言
を

残
し
て
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
「
一
つ
の
葦
の
と
し
」
と
い
う
の

は
、
ア
ス
テ
カ
人
に
言
わ
せ
る
と
、

「
紀
元
二
二
六
三
年
で
あ
り
、
一
四

六
七
年
で
あ
り
、
一
五
一
九
年
で
あ

る
」
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
侵
略
者

コ
ル
テ
ス
が
来
た
の
が
、
た
ま
た
ま

一
五
一
九
年
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
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た
。　

行
政
改
革
は
、
い
ろ
ん
な
問
題
を

含
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
確
か
に

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
有
難
い
こ

と
で
な
か
ろ
う
か
、
と
つ
く
づ
く
感

じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
◆

　
メ
キ
シ
コ
は
ご
承
知
の
と
お
り
マ

ヤ
文
化
の
国
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

南
ア
メ
リ
カ
の
国
々
は
、
イ
ン
カ
文

明
の
国
、
と
い
う
の
が
私
ど
も
］
般

的
な
印
象
で
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。　

し
か
し
、
行
っ
て
み
る
と
メ
キ
シ

コ
セ
テ
ィ
を
中
心
と
す
る
中
央
の
高

原
地
帯
と
、
メ
キ
シ
コ
湾
の
湾
岸
地

帯
、
そ
れ
に
オ
ワ
ハ
カ
漢
谷
と
い
う

海外行政視察の報告
▲サンパウロには野菜の朝市が出る　トマト、ナス、ピー

マンなどが、台はかりて計り売りされている

渓
谷
地
帯
、
そ
れ
と
メ
キ
シ
コ
湾
の

南
側
に
あ
る
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
合
わ

せ
て
四
つ
ぐ
ら
い
の
先
住
民
族
に
よ

る
文
化
が
あ
る
と
聞
い
て
き
ま
し
た

　
私
ど
も
が
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に

言
っ
て
き
た
「
マ
ヤ
文
化
」
と
い
う

の
は
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
を
中
心
に
栄

え
た
文
化
の
こ
と
で
、
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
に
あ
る
の
は
い
わ
ゆ
る
ト
ル
テ

ガ
文
化
と
か
、
ア
ス
テ
カ
文
化
と
い

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
紀
元
三
〇
〇

年
か
ら
一
五
〇
〇
年
の
間
、
お
よ
そ

二
↓
O
O
年
ぐ
ら
い
の
間
に
先
住
民

の
文
化
と
し
て
栄
え
て
き
た
よ
う
で

し
た
。

　
そ
の
他
カ
ヒ
ン
文
化
、
オ
ロ
メ
カ

文
化
な
ど
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た

I
N
寸
N
ー

　町長は、4月末から2週間にわたり、メキシコとブラジル方

面に「外国における地方行政」を視察するため、県下代表の一

員として行ってきました。

　そこで、去る6月1日松之山小学校において、町内教職員連

絡協議会の席上で講演した中からいくつかをご紹介します。

が
、
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
年
代
に
、
全

く
別
々
に
栄
え
た
よ
う
で
し
た
。
そ

の
大
部
分
の
文
化
は
、
　
「
太
陽
」
を

神
と
し
た
も
の
で
、
中
に
拝
火
教
が

あ
る
と
聞
い
て
き
た
ん
で
す
が
忘
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
わ
ゆ
る
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
み
た
い
な
も
の
が
中
央
の
高
原
地

帯
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
の
よ
う
に
近
代
的
な

時
代
に
な
っ
た
の
は
、
ど
こ
も
一
五

〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で

ス
ペ
イ
ン
の
侵
略
者
エ
ロ
ナ
ン
．
コ

ル
テ
ス
が
、
一
κ
一
九
年
に
六
百
人

ほ
ど
の
兵
で
ア
ス
テ
カ
文
化
を
完
全

に
ま
っ
殺
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
．

　
　
　
　
◆

　
ア
ス
テ
カ
人
と
い
う
の
は
、
変
っ

た
信
仰
を
持
っ
て
お
り
「
自
分
た
ち

の
生
命
の
根
源
は
、
太
陽
で
あ
る
。

し
か
し
、
太
陽
は
破
壊
を
つ
か
さ
ど

る
宇
宙
と
、
夜
の
闇
と
戦
っ
て
い
る

ん
だ
、
太
陽
の
正
常
な
活
動
を
助
け

る
た
め
に
は
、
生
身
の
血
や
心
臓
、

い
わ
ゆ
る
「
い
け
に
え
」
を
提
供
し
な

け
れ
ば
太
陽
は
消
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
こ
ど
で
、
毎
年
そ
の
い
け
に
え

を
さ
さ
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

を
神
さ
ま
の
一
人
が
や
め
よ
う
で
な

い
か
と
言
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

強
く
反
対
さ
れ
い
け
に
え
を
や
め
る

こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
そ
の
神
さ

ま
は
メ
キ
シ
コ
か
ら
追
放
さ
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
印
象
の
深
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に

幾
つ
か
の
お
話
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
四
月
二
十
三
日
に
東
京
で
』

泊
し
、
翌
二
十
四
日
に
成
田
空
港
か

ら
飛
行
機
で
立
ち
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
町
村
長
が
津
川
と
西
山

の
町
長
さ
ん
と
私
の
三
人
、
県
か
ら

知
事
代
理
と
し
て
企
画
調
整
部
長
、

そ
れ
に
秘
書
課
長
補
佐
の
合
わ
せ
て

五
人
で
し
た
。
そ
の
他
県
議
会
議
員

が
十
六
、
七
名
行
き
ま
し
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
の
「
新
潟
県
人
会
二
十
五

周
年
記
念
式
典
」
で
一
諸
に
な
っ
た

ほ
か
は
、
別
行
動
で
し
た
。

　
　
　
　
◆

　
予
備
知
識
も
あ
ま
り
な
い
ま
ま
行

っ
た
せ
い
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
あ
ま
り

に
も
遠
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た

　
成
田
か
ら
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
ま

で
二
万
三
百
五
キ
・
あ
り
ま
す
。
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
を
起
点
に
申
し
上

げ
ま
す
と
、
そ
こ
か
ら
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
ま
で
『
万
七
百
八
＋
キ
・
で
し

た
か
ら
、
成
田
か
ら
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
ま
で
の
ざ
っ
と
半
分
の
距
離
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
成
田
か
ら
の
一
番
近
い
コ

ー
ス
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ

う
で
な
く
、
大
西
洋
を
巡
り
モ
ス
ク

ワ
経
由
の
方
が
約
二
千
キ
ロ
も
近
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
だ
と
片

道
一
万
八
千
キ
ロ
ほ
ど
で
す
か
ら
、

行
き
は
と
も
か
く
、
帰
り
は
こ
の
コ

ー
ス
で
帰
る
よ
う
に
計
画
し
た
ら
良

か
っ
た
の
に
…
…
と
思
い
ま
し
た
。

　
向
う
で
の
滞
在
は
、
メ
キ
シ
コ
に

三
泊
、
マ
ナ
オ
ス
に
二
泊
、
サ
ン
。
ハ

ウ
ロ
に
五
泊
し
て
き
ま
し
た
。

　
帰
り
は
、
給
油
を
除
い
て
一
直
線

に
飛
行
し
、
五
月
六
日
に
成
田
に
着

き
ま
し
た
。

　
麟

　
メ
キ
シ
コ
で
の
感
想
を
申
し
上
げ

ま
す
と
、
オ
ン
ボ
ロ
車
が
多
く
走
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
よ
う

に
車
検
制
度
が
な
い
た
め
だ
そ
う
で

免
許
証
の
更
新
も
十
年
に
一
回
と
い

う
、
日
本
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

う
ら
や
ま
し
い
よ
う
な
話
で
し
た
。

　
車
検
制
度
が
な
い
、
と
い
う
こ
と

は
考
え
も
の
で
す
が
、
わ
が
国
も
今

　
　
　
　
　
太
陽
は
消
え
て
し
ま
う

“
い
け
に
え
”
を
や
め
れ
ば

の
よ
う
に
長
く
て
二
年
に
一
回
で
な

く
、
道
路
や
車
の
性
能
が
向
上
し
た

の
だ
か
ら
も
っ
と
そ
の
期
間
を
延
ば

し
て
も
…
…
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
私
が
言
っ
た
ん
で
は
な
い
の
で
す

が
、
昨
日
の
新
聞
に
第
二
臨
調
（
第

二
次
臨
時
行
政
調
査
会
〉
の
中
間
答

申
で
、
こ
の
二
つ
の
期
間
を
延
ば
し

た
ら
ど
う
か
、
と
書
い
て
あ
り
ま
し

カナダ
ノくンクーバ

ユカタン半島

こ》P

　　　　　アマゾン川

欄，

熊．一／臓i
　　　　　　　　　　　ホノルル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メキシコシテイ

洋平太

6、

¢窃

グ

ノ▽

　
そ
の
と
き
、
神
さ
ま
は
「
も
う
一

度
必
ず
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
一
つ

の
葦
の
年
で
あ
る
」
と
い
う
予
言
を

残
し
て
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
「
一
つ
の
葦
の
と
し
」
と
い
う
の

は
、
ア
ス
テ
カ
人
に
言
わ
せ
る
と
、

「
紀
元
二
二
六
三
年
で
あ
り
、
一
四

六
七
年
で
あ
り
、
一
五
一
九
年
で
あ

る
」
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
侵
略
者

コ
ル
テ
ス
が
来
た
の
が
、
た
ま
た
ま

一
五
一
九
年
だ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
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神
さ
ま
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
、
戦
う
す
べ
も
な
く
、
た
ち
ま
ち

に
し
て
民
族
が
壊
滅
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
非
常
に
残

虐
な
行
為
で
、
当
時
六
、
七
百
万
人

の
イ
ン
デ
オ
が
い
た
う
ち
、
七
割
近

く
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
に
は
近
代
的
な

建
物
と
古
い
建
物
が
入
り
乱
れ
る
よ

う
に
あ
っ
て
、
　
「
マ
デ
ロ
ー
通
り
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
全
く
昔
の
ま

ま
の
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
バ
ロ
ッ
ク
調
、
ゴ
ジ
ッ

ク
調
の
も
の
が
あ
る
か
と
思
う
と
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
調
の
も
の
が
あ
り
、

さ
ら
に
近
代
的
な
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
◆

　
メ
キ
シ
コ
の
中
央
政
庁
の
建
物
は

フ
ラ
ン
ス
で
い
う
と
、
ル
イ
王
朝
時

代
の
も
の
で
、
壁
画
が
入
口
か
ら
廊

下
、
ロ
ビ
ー
に
か
け
て
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
年
代
は
あ
ま
り
古
く

な
く
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

か
け
て
描
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
そ
の
絵
は
、
ア
ス
テ
カ
人
を
殺
す

シ
ー
ン
で
あ
っ
て
、
極
め
て
む
ご
い

も
の
で
し
た
。

　
私
は
中
国
に
行
っ
た
と
き
、
そ
の

人
た
ち
が
い
じ
め
ら
れ
た
様
子
を
描

い
た
壁
画
を
見
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
じ
め
る
側
の
歴
史
が
、
記
録

さ
れ
て
あ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
奇
異
に

思
い
ま
し
た
。

残
っ
て
い
る
、
と
思
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
が
、
私
た
ち
一
般
的
に
は
な
じ

ま
な
い
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
こ
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
侵
略

し
た
と
き
の
模
様
と
い
う
の
は
、
殺

り
く
と
完
全
な
宗
教
の
ま
っ
殺
で
、

そ
れ
ま
で
ア
ス
テ
カ
人
が
信
じ
て
い

た
宗
教
的
な
も
の
を
、
一
部
を
除
い

て
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た

　
そ
し
て
、
．
一
、
肖
葉
も
原
住
語
は
使
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
》
』

4
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
は
高
原
に
あ
る

た
水
の
便
か
悪
い
　
し
か
し
、
機
械

文
明
か
発
達
し
た
今
は
公
園
の
噴
水

も
止
め
る
こ
と
は
な
い
ユ
ー
カ
リ
の

樹
木
に
囲
ま
れ
た
公
園
は
市
民
の
い

こ
い
の
場
て
あ
る

　
し
か
も
、
日
本
に
は
「
地
獄
の
絵
」

な
ど
が
、
お
寺
の
仏
画
に
描
か
れ
て

あ
り
ま
す
が
、
中
央
政
庁
の
壁
画
に

あ
ん
な
残
虐
な
絵
が
描
か
れ
て
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
に
生
れ
育
っ

た
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

　
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
男
だ
け
丘
、
六

百
人
が
行
き
、
女
は
植
民
地
に
入
ら

ー
の
マ
N
ー

ず
、
男
は
現
地
の
女
と
一
諸
に
な
っ

て
、
混
血
人
の
時
代
が
お
よ
そ
百
年

間
続
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
間
に
ア

フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
が
多
く
送
ら
れ
て

き
て
、
そ
れ
と
の
混
血
が
ま
た
増
え

て
、
そ
の
後
、
何
代
め
か
の
混
血
人
が

我
々
も
独
立
し
よ
う
と
起
き
上
る
時

代
に
入
っ
て
い
く
訳
で
す
。

日
本
の
鎖
国
政
策
に
も

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
な
り
の
訳
が
あ
っ
た
〃
”

　
r
度
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
闘
牛

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
山
占
志
村
の
も
の
と
違
っ
て
、

人
間
と
牛
と
の
闘
い
で
、
一
回
に
六

頭
の
牛
を
剣
で
殺
す
見
せ
も
の
で
す

　
そ
し
て
、
そ
の
殺
し
方
が
下
手
だ

と
、
牛
は
血
だ
る
ま
に
な
っ
て
、
非

常
に
苦
し
み
、
五
万
人
ぐ
ら
い
入
る

ス
タ
ン
ド
の
観
衆
は
、
総
立
ち
に
な

っ
て
「
ば
声
」
を
飛
ば
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
が
上
手
だ
と
背
中
か

ら
一
突
き
で
剣
の
柄
ま
で
差
し
込
み

牛
は
イ
チ
コ
ロ
、
観
客
は
大
喜
び
し

て
「
エ
ー
ゾ
・
エ
ー
ゾ
」
と
日
本
語

～
§
’
｝
…
…

〈
遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
に
住
ん
で
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
新
潟
の
佐
渡
お

け
さ
は
忘
れ
な
い
　
県
人
会
パ
ー
テ
ィ
て
見
せ
る
こ
の
姿
に
満
場

の
拍
手
が
送
ら
れ
る

せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
コ
ル
テ
ス
が
メ
キ
シ
コ
を
占
領
し

た
の
が
一
瓦
一
九
年
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
丁
度
そ
の
こ
ろ
は
、
日
本

で
一
…
．
、
口
え
ば
、
L
杉
房
能
公
が
自
刃
し

た
時
代
と
同
じ
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す

　
ま
た
、
マ
デ
ロ
i
通
り
に
は
「
タ

イ
ル
の
家
」
と
い
う
、
昔
は
教
会
で

今
は
土
産
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に

な
っ
て
い
る
占
い
建
物
が
あ
り
ま
す

　
遠
藤
周
作
の
「
侍
」
と
い
う
小
説

に
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
伊
達

政
｛
示
の
命
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
に
行
っ

た
支
倉
常
長
が
、
一
六
二
二
年
に
こ

の
「
タ
イ
ル
の
家
」
に
も
立
ち
寄
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
ス
ペ
イ
ン
人
は
「
テ
オ
チ
ラ
」
と

い
う
所
に
ア
ス
テ
カ
文
化
の
首
都
を

置
き
ま
し
た
。
普
通
だ
と
政
権
が
代

れ
ば
、
首
都
も
移
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
文
化
が

変
っ
て
も
、
首
都
を
動
か
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
初
め
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
入
っ
て
き

て
、
そ
れ
が
人
を
殺
す
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
く
訳
で
す
。
日
本
で
も
今

の
よ
う
に
情
報
が
進
ん
で
い
な
い
に

し
ろ
、
家
康
な
ど
当
時
の
上
層
部
が

あ
る
程
度
の
情
報
を
得
て
「
鎖
国
」

に
踏
み
き
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
鎖
国
政

策
が
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
京

都
の
お
寺
な
ど
ひ
と
た
ま
り
も
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す

　
現
在
の
メ
キ
シ
コ
は
、
メ
キ
シ
コ

式
社
会
主
義
み
た
い
な
国
で
す
。
こ

れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
的
な
形
で

約
百
年
の
歳
月
を
経
て
出
来
上
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
あ
ら
ゆ
る
基
幹
産
業
は
、
国
有
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
解
放
は
、
ま

だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
後

で
行
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
も
貧
富
の

差
が
激
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
ま
た
、
カ
テ
ド
ラ
ル
教
会
と
い
う

譲鞭欝

灘難
磁・懸繋

嬢繋

に
似
た
よ
う
な
賛
辞
を
送
っ
て
、
そ

の
闘
い
ぶ
り
を
た
た
え
ま
す
。

　
上
手
な
闘
牛
L
に
は
、
殺
し
た
牛

の
耳
が
、
ま
た
最
も
上
手
だ
っ
た
人

に
は
「
し
っ
ぽ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
、
そ
の
持
ち
物
の
数
に
よ
っ
て
闘

牛
士
の
腕
が
評
価
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
．

　
日
本
か
ら
の
観
光
客
は
、
三
頭
ぐ

ら
い
の
闘
い
を
見
て
帰
る
入
が
多
い

と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
ど
も
は
一
番

良
い
も
の
を
見
た
の
で
、
↓
頭
で
帰

る
こ
と
に
し
ま
し
た
、

　
い
ず
れ
に
し
て
も
残
虐
な
壁
画
と

言
い
、
闘
牛
を
見
た
感
じ
で
は
、
日

本
人
に
比
べ
や
は
り
か
な
り
違
っ
た

民
族
性
が
あ
る
な
あ
と
思
っ
た
次
第

西
半
球
の
中
で
一
番
大
き
い
教
会
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
二
百
四
十

年
も
か
か
っ
て
完
成
し
た
教
会
で
、

参
道
は
、
石
段
と
平
ら
な
部
分
が
、

交
互
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
丁
度
、
日
曜
日
で
し
た
の
で
、
ミ

サ
が
あ
り
、
非
常
に
貧
し
そ
う
な
三

十
代
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
、
働
き
盛

り
の
男
の
人
が
、
子
供
を
二
人
連
れ

て
、
そ
の
教
会
ま
で
五
、
六
百
癖
も

あ
る
参
道
を
ヒ
ザ
で
歩
い
て
い
ま
し

た
。
ヒ
ザ
は
す
り
む
け
て
、
血
だ
ら

▲貧富の差か激しいせいか、ドロボウやひった

たくりが多い　サンバウロにはそれらの盗品

を売る「ドロボウ市」がある　物色する人、

買う人でこった返す市場付近

で
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
た
ま
た
ま
「
将
軍
」
と
い
う
島
田

陽
子
主
演
の
映
画
が
、
ア
メ
リ
カ
で

】
通
り
上
映
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
爆
発

的
な
人
気
を
得
た
そ
う
で
す
。
そ
の

翻
訳
本
が
、
ど
こ
の
ホ
テ
ル
の
売
店

に
も
売
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
テ
レ
ビ
で
ち
よ
っ
と
見
ま
し

た
が
、
残
虐
な
シ
ー
ン
は
す
べ
て
カ

ッ
ト
し
て
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

外
国
人
が
、
日
本
に
漂
流
し
て
き
た

と
た
ん
侍
は
そ
の
者
の
首
を
は
ね
て

し
ま
う
ん
で
す
が
、
そ
の
部
分
は
放

映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
向
う
（
外
国
）
で
は
、
日
本
に
ま

だ
首
切
り
、
腹
切
り
な
ど
の
風
習
が

け
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
し
て
神
さ
ま

に
「
ザ
ン
ゲ
」
す
る
の
か
、
ど
う
か

知
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
向
う
人
び

と
は
と
に
か
く
貧
し
そ
う
な
人
ば
か

り
で
し
た
。

　
そ
れ
を
見
て
、
胸
に
迫
る
思
い
が

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
週
間
に
一

度
そ
の
ミ
サ
に
行
っ
て
ザ
ン
ゲ
さ
え

す
れ
ば
、
何
を
し
て
も
よ
い
の
か
な

あ
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
き
な
教
会

の
あ
る
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
国
で
し
た
。

川
幅
最
大
㎜
㎞
、
落
差
％
％

　
　
　
　
　
水
の
色
は
茶
、
長
さ
世
界
第
2
位

　
二
十
七
日
の
夜
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ

ナ
オ
ス
に
着
き
ま
し
た
。

　
メ
キ
シ
コ
を
朝
の
六
時
に
出
発
し

夜
の
十
二
時
に
ア
マ
ゾ
ン
川
の
ほ
と

り
に
あ
る
マ
ナ
オ
ス
に
着
い
た
訳
で

す
が
、
こ
こ
も
あ
ま
り
に
も
遠
く
感

じ
ま
し
た
。

　
飛
行
機
か
ら
降
り
た
と
た
ん
猛
烈

な
暑
さ
に
び
っ
く
り
し
、
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。

　
私
は
「
暑
が
り
屋
」
な
の
で
、
用

心
に
成
田
で
扇
子
を
買
っ
て
行
っ
た

か
ら
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、
二
日
間

で
そ
の
扇
子
が
ボ
・
ボ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
夜
の
十
二
時
ご
ろ
で

三
十
七
度
で
し
た
か
ら
、
日
中
は
四

十
度
を
越
す
暑
さ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン
川
か
ら
昇

る
蒸
気
の
た
め
か
、
非
常
に
蒸
す
訳

で
す
。
メ
キ
シ
コ
で
の
快
適
さ
に
比

べ
、
閉
口
し
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
こ
の
街
は
、
ア
マ
ゾ
ン
川
の
河
口

か
ら
干
六
百
キ
・
屑
の
上
流
に
開
け
た

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
川
の

落
差
は
マ
ナ
オ
ス
と
河
口
で
四
十
訂

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ど
つ
ち

に
流
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
マ
ナ
ォ

ス
の
街
で
見
る
限
り
分
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
私
ど
も
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル
の
窓
か

ら
見
え
る
川
が
、
ア
マ
ゾ
ン
川
だ
と

思
っ
て
ボ
ー
イ
に
訪
ね
た
ら
「
い
え

あ
れ
は
そ
う
で
な
く
、
支
流
の
ネ
グ

ロ
川
で
す
」
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
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神
さ
ま
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
、
戦
う
す
べ
も
な
く
、
た
ち
ま
ち

に
し
て
民
族
が
壊
滅
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
非
常
に
残

虐
な
行
為
で
、
当
時
六
、
七
百
万
人

の
イ
ン
デ
オ
が
い
た
う
ち
、
七
割
近

く
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
に
は
近
代
的
な

建
物
と
古
い
建
物
が
入
り
乱
れ
る
よ

う
に
あ
っ
て
、
　
「
マ
デ
ロ
ー
通
り
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
全
く
昔
の
ま

ま
の
建
物
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
バ
ロ
ッ
ク
調
、
ゴ
ジ
ッ

ク
調
の
も
の
が
あ
る
か
と
思
う
と
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
調
の
も
の
が
あ
り
、

さ
ら
に
近
代
的
な
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
◆

　
メ
キ
シ
コ
の
中
央
政
庁
の
建
物
は

フ
ラ
ン
ス
で
い
う
と
、
ル
イ
王
朝
時

代
の
も
の
で
、
壁
画
が
入
口
か
ら
廊

下
、
ロ
ビ
ー
に
か
け
て
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
年
代
は
あ
ま
り
古
く

な
く
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に

か
け
て
描
か
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
そ
の
絵
は
、
ア
ス
テ
カ
人
を
殺
す

シ
ー
ン
で
あ
っ
て
、
極
め
て
む
ご
い

も
の
で
し
た
。

　
私
は
中
国
に
行
っ
た
と
き
、
そ
の

人
た
ち
が
い
じ
め
ら
れ
た
様
子
を
描

い
た
壁
画
を
見
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
い
じ
め
る
側
の
歴
史
が
、
記
録

さ
れ
て
あ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
奇
異
に

思
い
ま
し
た
。

残
っ
て
い
る
、
と
思
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
が
、
私
た
ち
一
般
的
に
は
な
じ

ま
な
い
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
こ
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
侵
略

し
た
と
き
の
模
様
と
い
う
の
は
、
殺

り
く
と
完
全
な
宗
教
の
ま
っ
殺
で
、

そ
れ
ま
で
ア
ス
テ
カ
人
が
信
じ
て
い

た
宗
教
的
な
も
の
を
、
一
部
を
除
い

て
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た

　
そ
し
て
、
．
一
、
肖
葉
も
原
住
語
は
使
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
》
』

4
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
は
高
原
に
あ
る

た
水
の
便
か
悪
い
　
し
か
し
、
機
械

文
明
か
発
達
し
た
今
は
公
園
の
噴
水

も
止
め
る
こ
と
は
な
い
ユ
ー
カ
リ
の

樹
木
に
囲
ま
れ
た
公
園
は
市
民
の
い

こ
い
の
場
て
あ
る

　
し
か
も
、
日
本
に
は
「
地
獄
の
絵
」

な
ど
が
、
お
寺
の
仏
画
に
描
か
れ
て

あ
り
ま
す
が
、
中
央
政
庁
の
壁
画
に

あ
ん
な
残
虐
な
絵
が
描
か
れ
て
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
日
本
に
生
れ
育
っ

た
私
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

　
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
男
だ
け
丘
、
六

百
人
が
行
き
、
女
は
植
民
地
に
入
ら

ー
の
マ
N
ー

ず
、
男
は
現
地
の
女
と
一
諸
に
な
っ

て
、
混
血
人
の
時
代
が
お
よ
そ
百
年

間
続
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
間
に
ア

フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
が
多
く
送
ら
れ
て

き
て
、
そ
れ
と
の
混
血
が
ま
た
増
え

て
、
そ
の
後
、
何
代
め
か
の
混
血
人
が

我
々
も
独
立
し
よ
う
と
起
き
上
る
時

代
に
入
っ
て
い
く
訳
で
す
。

日
本
の
鎖
国
政
策
に
も

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
な
り
の
訳
が
あ
っ
た
〃
”

　
r
度
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
闘
牛

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
山
占
志
村
の
も
の
と
違
っ
て
、

人
間
と
牛
と
の
闘
い
で
、
一
回
に
六

頭
の
牛
を
剣
で
殺
す
見
せ
も
の
で
す

　
そ
し
て
、
そ
の
殺
し
方
が
下
手
だ

と
、
牛
は
血
だ
る
ま
に
な
っ
て
、
非

常
に
苦
し
み
、
五
万
人
ぐ
ら
い
入
る

ス
タ
ン
ド
の
観
衆
は
、
総
立
ち
に
な

っ
て
「
ば
声
」
を
飛
ば
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
が
上
手
だ
と
背
中
か

ら
一
突
き
で
剣
の
柄
ま
で
差
し
込
み

牛
は
イ
チ
コ
ロ
、
観
客
は
大
喜
び
し

て
「
エ
ー
ゾ
・
エ
ー
ゾ
」
と
日
本
語

～
§
’
｝
…
…

〈
遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
に
住
ん
で
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
新
潟
の
佐
渡
お

け
さ
は
忘
れ
な
い
　
県
人
会
パ
ー
テ
ィ
て
見
せ
る
こ
の
姿
に
満
場

の
拍
手
が
送
ら
れ
る

せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
コ
ル
テ
ス
が
メ
キ
シ
コ
を
占
領
し

た
の
が
一
瓦
一
九
年
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
丁
度
そ
の
こ
ろ
は
、
日
本

で
一
…
．
、
口
え
ば
、
L
杉
房
能
公
が
自
刃
し

た
時
代
と
同
じ
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す

　
ま
た
、
マ
デ
ロ
i
通
り
に
は
「
タ

イ
ル
の
家
」
と
い
う
、
昔
は
教
会
で

今
は
土
産
物
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に

な
っ
て
い
る
占
い
建
物
が
あ
り
ま
す

　
遠
藤
周
作
の
「
侍
」
と
い
う
小
説

に
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
伊
達

政
｛
示
の
命
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
に
行
っ

た
支
倉
常
長
が
、
一
六
二
二
年
に
こ

の
「
タ
イ
ル
の
家
」
に
も
立
ち
寄
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
ス
ペ
イ
ン
人
は
「
テ
オ
チ
ラ
」
と

い
う
所
に
ア
ス
テ
カ
文
化
の
首
都
を

置
き
ま
し
た
。
普
通
だ
と
政
権
が
代

れ
ば
、
首
都
も
移
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
文
化
が

変
っ
て
も
、
首
都
を
動
か
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
初
め
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
で
入
っ
て
き

て
、
そ
れ
が
人
を
殺
す
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
く
訳
で
す
。
日
本
で
も
今

の
よ
う
に
情
報
が
進
ん
で
い
な
い
に

し
ろ
、
家
康
な
ど
当
時
の
上
層
部
が

あ
る
程
度
の
情
報
を
得
て
「
鎖
国
」

に
踏
み
き
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
鎖
国
政

策
が
採
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
京

都
の
お
寺
な
ど
ひ
と
た
ま
り
も
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す

　
現
在
の
メ
キ
シ
コ
は
、
メ
キ
シ
コ

式
社
会
主
義
み
た
い
な
国
で
す
。
こ

れ
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
的
な
形
で

約
百
年
の
歳
月
を
経
て
出
来
上
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
あ
ら
ゆ
る
基
幹
産
業
は
、
国
有
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
解
放
は
、
ま

だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
後

で
行
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
も
貧
富
の

差
が
激
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
ま
た
、
カ
テ
ド
ラ
ル
教
会
と
い
う

譲鞭欝

灘難
磁・懸繋

嬢繋

に
似
た
よ
う
な
賛
辞
を
送
っ
て
、
そ

の
闘
い
ぶ
り
を
た
た
え
ま
す
。

　
上
手
な
闘
牛
L
に
は
、
殺
し
た
牛

の
耳
が
、
ま
た
最
も
上
手
だ
っ
た
人

に
は
「
し
っ
ぽ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
、
そ
の
持
ち
物
の
数
に
よ
っ
て
闘

牛
士
の
腕
が
評
価
さ
れ
る
し
く
み
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
．

　
日
本
か
ら
の
観
光
客
は
、
三
頭
ぐ

ら
い
の
闘
い
を
見
て
帰
る
入
が
多
い

と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
ど
も
は
一
番

良
い
も
の
を
見
た
の
で
、
↓
頭
で
帰

る
こ
と
に
し
ま
し
た
、

　
い
ず
れ
に
し
て
も
残
虐
な
壁
画
と

言
い
、
闘
牛
を
見
た
感
じ
で
は
、
日

本
人
に
比
べ
や
は
り
か
な
り
違
っ
た

民
族
性
が
あ
る
な
あ
と
思
っ
た
次
第

西
半
球
の
中
で
一
番
大
き
い
教
会
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
二
百
四
十

年
も
か
か
っ
て
完
成
し
た
教
会
で
、

参
道
は
、
石
段
と
平
ら
な
部
分
が
、

交
互
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
丁
度
、
日
曜
日
で
し
た
の
で
、
ミ

サ
が
あ
り
、
非
常
に
貧
し
そ
う
な
三

十
代
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
、
働
き
盛

り
の
男
の
人
が
、
子
供
を
二
人
連
れ

て
、
そ
の
教
会
ま
で
五
、
六
百
癖
も

あ
る
参
道
を
ヒ
ザ
で
歩
い
て
い
ま
し

た
。
ヒ
ザ
は
す
り
む
け
て
、
血
だ
ら

▲貧富の差か激しいせいか、ドロボウやひった

たくりが多い　サンバウロにはそれらの盗品

を売る「ドロボウ市」がある　物色する人、

買う人でこった返す市場付近

で
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
た
ま
た
ま
「
将
軍
」
と
い
う
島
田

陽
子
主
演
の
映
画
が
、
ア
メ
リ
カ
で

】
通
り
上
映
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
爆
発

的
な
人
気
を
得
た
そ
う
で
す
。
そ
の

翻
訳
本
が
、
ど
こ
の
ホ
テ
ル
の
売
店

に
も
売
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
テ
レ
ビ
で
ち
よ
っ
と
見
ま
し

た
が
、
残
虐
な
シ
ー
ン
は
す
べ
て
カ

ッ
ト
し
て
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

外
国
人
が
、
日
本
に
漂
流
し
て
き
た

と
た
ん
侍
は
そ
の
者
の
首
を
は
ね
て

し
ま
う
ん
で
す
が
、
そ
の
部
分
は
放

映
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
向
う
（
外
国
）
で
は
、
日
本
に
ま

だ
首
切
り
、
腹
切
り
な
ど
の
風
習
が

け
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
し
て
神
さ
ま

に
「
ザ
ン
ゲ
」
す
る
の
か
、
ど
う
か

知
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
向
う
人
び

と
は
と
に
か
く
貧
し
そ
う
な
人
ば
か

り
で
し
た
。

　
そ
れ
を
見
て
、
胸
に
迫
る
思
い
が

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
週
間
に
一

度
そ
の
ミ
サ
に
行
っ
て
ザ
ン
ゲ
さ
え

す
れ
ば
、
何
を
し
て
も
よ
い
の
か
な

あ
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
き
な
教
会

の
あ
る
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
国
で
し
た
。

川
幅
最
大
㎜
㎞
、
落
差
％
％

　
　
　
　
　
水
の
色
は
茶
、
長
さ
世
界
第
2
位

　
二
十
七
日
の
夜
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ

ナ
オ
ス
に
着
き
ま
し
た
。

　
メ
キ
シ
コ
を
朝
の
六
時
に
出
発
し

夜
の
十
二
時
に
ア
マ
ゾ
ン
川
の
ほ
と

り
に
あ
る
マ
ナ
オ
ス
に
着
い
た
訳
で

す
が
、
こ
こ
も
あ
ま
り
に
も
遠
く
感

じ
ま
し
た
。

　
飛
行
機
か
ら
降
り
た
と
た
ん
猛
烈

な
暑
さ
に
び
っ
く
り
し
、
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。

　
私
は
「
暑
が
り
屋
」
な
の
で
、
用

心
に
成
田
で
扇
子
を
買
っ
て
行
っ
た

か
ら
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、
二
日
間

で
そ
の
扇
子
が
ボ
・
ボ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
夜
の
十
二
時
ご
ろ
で

三
十
七
度
で
し
た
か
ら
、
日
中
は
四

十
度
を
越
す
暑
さ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ア
マ
ゾ
ン
川
か
ら
昇

る
蒸
気
の
た
め
か
、
非
常
に
蒸
す
訳

で
す
。
メ
キ
シ
コ
で
の
快
適
さ
に
比

べ
、
閉
口
し
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
こ
の
街
は
、
ア
マ
ゾ
ン
川
の
河
口

か
ら
干
六
百
キ
・
屑
の
上
流
に
開
け
た

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
川
の

落
差
は
マ
ナ
オ
ス
と
河
口
で
四
十
訂

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ど
つ
ち

に
流
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
マ
ナ
ォ

ス
の
街
で
見
る
限
り
分
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
私
ど
も
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル
の
窓
か

ら
見
え
る
川
が
、
ア
マ
ゾ
ン
川
だ
と

思
っ
て
ボ
ー
イ
に
訪
ね
た
ら
「
い
え

あ
れ
は
そ
う
で
な
く
、
支
流
の
ネ
グ

ロ
川
で
す
」
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
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寸
苺
1

▲
メ
キ
シ
コ
中
央
政
庁
の
内
壁
に
は
原
住
民
を

苦
し
め
た
様
子
の
壁
画
が
あ
る
　
裸
で
働
く
人

の
後
に
は
、
着
衣
し
た
人
が
棒
を
振
り
上
け
て

見
は
っ
て
い
る

ぐ
メ
キ
シ
コ
の
中
央
政
庁
は
、
国
政
の

心
臓
部
で
あ
る
　
建
物
は
か
な
り
古
く

写
真
左
上
で
は
足
場
を
組
ん
で
補
修
工

事
が
進
ん
で
い
る

〈
吉
川
さ
ん
（
松
ロ
出
身
）
の
店
舗

野
菜
、
袋
詰
め
の
駄
菓
子
そ
れ
に
冷
凍

食
品
ま
で
備
ズ
て
あ
る
買
物
に
．
は
だ

し
’
で
来
た
少
年
の
姿
は
何
か
を
感
じ

さ
せ
る

　
ア
マ
ゾ
ン
川
の
川
幅
は
、
こ
こ
で

二
十
五
か
ら
三
十
キ
ロ
も
あ
り
、
河

口
の
ベ
レ
ム
と
い
う
所
で
は
三
百
キ
ロ

も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
直
線
に
す

れ
ば
北
九
州
市
か
ら
鹿
児
島
く
ら
い

の
長
さ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
中
国
の
揚
子
江
が
大

〈
中
央
政
庁
の
正
面
玄
関
　
銃
を
手
に

厳
重
な
警
戒
が
続
く
中
を
、
訪
れ
る
人

は
そ
れ
ほ
ど
気
に
も
し
な
で
、
出
入
り

し
て
い
る

▲アマゾン川の水位は雨季にな

ると10mも上る　そのためか、

足の長い家が目立つ

▲「闘牛」といえばメキシコ　いわゆるメキシコのお国自慢の一つ

である　すり鉢型の闘牛場には5万人の観客が収容できる

強い日差しを避けて〈アマゾン川の島にもバナナの自生地がある

「カメレオン」（点線内）が、一服している

き
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
帰
り
に
成
田
の
上
空
で
利
根
川
を

見
ま
し
た
が
、
こ
の
ア
マ
ゾ
ン
川
に

比
べ
た
ら
ま
る
で
「
セ
ギ
」
み
た
い

に
感
じ
ま
し
た
。
さ
す
が
の
「
坂
東

太
郎
」
も
、
こ
れ
に
比
較
さ
れ
た
ら

か
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

　
そ
れ
か
ら
川
幅
は
、
雨
季
に
な
る

と
水
位
が
十
肩
も
上
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
広
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
ん
な
訳
で
、
川
下
の
方
か
ら
一
万

五
千
ト
ン
級
の
貨
物
船
が
上
っ
て
き

ま
す
が
、
水
位
に
変
化
が
あ
る
た
め

岸
に
接
岸
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ド

ラ
ム
缶
を
何
重
に
も
積
み
重
ね
た
桟

橋
を
作
り
、
そ
こ
に
接
岸
す
る
の
だ

そ
う
で
す
．

　
ま
た
、
そ
の
上
に
は
給
油
施
設
や

製
永
会
社
も
作
ら
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
日
本
人
が
経
営
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
川
の
水
と
言
っ
た
ら
ア
マ
ゾ
ン
が

茶
色
、
ネ
グ
ロ
川
が
真
黒
く
、
二
つ

が
合
流
し
て
も
混
じ
ら
ず
に
、
ネ
グ

ロ
川
か
ら
出
た
水
は
何
キ
ロ
に
も
わ

た
っ
て
、
茶
色
の
川
に
黒
い
帯
を
延

ば
し
た
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

◆

　
近
く
に
本
田
技
研
が
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
組
立
て
工
場
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。　

こ
の
会
社
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
走

る
車
を
開
発
し
た
、
と
い
う
こ
と
で

今
の
カ
イ
ゼ
ル
大
統
領
が
、
私
ど
も

が
行
っ
た
十
日
ば
か
り
前
に
「
あ
り

が
た
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
感

謝
訪
問
し
て
い
っ
た
と
会
社
の
人
が

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
船
の
エ
ン
ジ
ン

は
ヤ
ン
マ
ー
で
、
時
計
は
セ
イ
コ
ー

と
オ
メ
ガ
が
三
対
一
を
占
め
て
い
る

も
の
の
、
故
障
率
か
ら
す
る
と
反
対

の
一
対
三
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　

と
に
か
く
、
「
こ
れ
ら
を
開
発
し
た

日
本
人
は
す
ば
ら
し
い
民
族
で
あ
る
」

と
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
日
本
人
に
対
す

る
評
判
が
上
々
で
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
マ
ナ
オ
ス
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
州
に
あ

る
町
で
す
が
、
こ
の
州
の
面
積
は
日

本
の
約
五
倍
で
す
。
（
ブ
ラ
ジ
ル
全
体

は
日
本
の
二
十
二
倍
を
超
え
る
面
積

を
持
っ
て
い
ま
す
。
）
と
こ
ろ
が
人
口
は

わ
ず
か
百
二
十
万
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
マ
ナ
オ
ス
の
人
ロ
は
八
十
万
人
で

半
分
の
四
十
万
人
が
地
方
に
住
ん
で

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
川
の
中
に
島
が
あ
っ
た
の
で
、
ち

ょ
っ
と
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
島
の
中

は
ま
だ
昔
の
ま
ま
で
、
人
は
三
千
人

ぐ
ら
い
し
か
住
ん
で
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
私
は
「
こ
こ
に
、
学
校
は
あ
る
ん

で
す
か
？
」
と
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
「
あ

る
に
は
あ
る
が
、
先
生
が
来
て
も
す

ぐ
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
な
い
よ
う

な
も
の
で
す
。
従
っ
て
計
算
も
加
減
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か
ら
川
幅
は
、
雨
季
に
な
る

と
水
位
が
十
肩
も
上
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
広
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
ん
な
訳
で
、
川
下
の
方
か
ら
一
万

五
千
ト
ン
級
の
貨
物
船
が
上
っ
て
き

ま
す
が
、
水
位
に
変
化
が
あ
る
た
め

岸
に
接
岸
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ド

ラ
ム
缶
を
何
重
に
も
積
み
重
ね
た
桟

橋
を
作
り
、
そ
こ
に
接
岸
す
る
の
だ

そ
う
で
す
．

　
ま
た
、
そ
の
上
に
は
給
油
施
設
や

製
永
会
社
も
作
ら
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
日
本
人
が
経
営
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
川
の
水
と
言
っ
た
ら
ア
マ
ゾ
ン
が

茶
色
、
ネ
グ
ロ
川
が
真
黒
く
、
二
つ

が
合
流
し
て
も
混
じ
ら
ず
に
、
ネ
グ

ロ
川
か
ら
出
た
水
は
何
キ
ロ
に
も
わ

た
っ
て
、
茶
色
の
川
に
黒
い
帯
を
延

ば
し
た
よ
う
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

◆

　
近
く
に
本
田
技
研
が
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
組
立
て
工
場
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。　

こ
の
会
社
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
走

る
車
を
開
発
し
た
、
と
い
う
こ
と
で

今
の
カ
イ
ゼ
ル
大
統
領
が
、
私
ど
も

が
行
っ
た
十
日
ば
か
り
前
に
「
あ
り

が
た
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
感

謝
訪
問
し
て
い
っ
た
と
会
社
の
人
が

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
船
の
エ
ン
ジ
ン

は
ヤ
ン
マ
ー
で
、
時
計
は
セ
イ
コ
ー

と
オ
メ
ガ
が
三
対
一
を
占
め
て
い
る

も
の
の
、
故
障
率
か
ら
す
る
と
反
対

の
一
対
三
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　

と
に
か
く
、
「
こ
れ
ら
を
開
発
し
た

日
本
人
は
す
ば
ら
し
い
民
族
で
あ
る
」

と
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
日
本
人
に
対
す

る
評
判
が
上
々
で
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
マ
ナ
オ
ス
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
州
に
あ

る
町
で
す
が
、
こ
の
州
の
面
積
は
日

本
の
約
五
倍
で
す
。
（
ブ
ラ
ジ
ル
全
体

は
日
本
の
二
十
二
倍
を
超
え
る
面
積

を
持
っ
て
い
ま
す
。
）
と
こ
ろ
が
人
口
は

わ
ず
か
百
二
十
万
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
マ
ナ
オ
ス
の
人
ロ
は
八
十
万
人
で

半
分
の
四
十
万
人
が
地
方
に
住
ん
で

い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
川
の
中
に
島
が
あ
っ
た
の
で
、
ち

ょ
っ
と
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
島
の
中

は
ま
だ
昔
の
ま
ま
で
、
人
は
三
千
人

ぐ
ら
い
し
か
住
ん
で
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
私
は
「
こ
こ
に
、
学
校
は
あ
る
ん

で
す
か
？
」
と
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
「
あ

る
に
は
あ
る
が
、
先
生
が
来
て
も
す

ぐ
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
な
い
よ
う

な
も
の
で
す
。
従
っ
て
計
算
も
加
減
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算
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
そ
れ
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
非
常

に
時
間
が
不
規
則
で
、
困
り
は
て
た

会
社
で
は
時
間
を
決
め
て
、
そ
れ
ま

で
に
出
勤
し
た
者
に
「
朝
食
を
サ
ー

ビ
ス
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に
し
た

ら
一
斉
に
守
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
．

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
た
ち
は
、
　
「
ホ
ン

ダ
」
な
ど
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
T
シ

ャ
ツ
や
作
業
服
を
着
て
い
る
こ
と
が

意
気
に
感
じ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
国
の
政
策
で

外
国
か
ら
企
業
が
入
っ
て
く
る
場
合

現
地
の
人
を
九
丘
％
採
用
す
る
こ
と

を
条
件
に
し
て
い
る
と
、
冒
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
こ
は
、
卜
六
世
紀
ご
ろ
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
占
領
し
、
そ
れ
か
ら
百
年
ぐ

ら
い
の
間
は
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
領

土
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
に
な
っ
た
と
き

国
五
は
、
そ
の
国
土
が
あ
ま
り
に
も

広
い
た
め
諸
候
に
分
け
与
え
た
の
が

連
邦
制
や
州
制
度
に
な
っ
た
き
っ
か

け
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
．

　
外
交
と
軍
備
は
、
中
央
政
庁
が
掌

握
し
、
そ
の
他
の
こ
と
は
各
州
が
行

っ
て
い
る
、
日
本
と
は
や
は
り
一
味

違
う
お
国
が
ら
で
し
た
．

　
マ
ナ
オ
ス
は
、
香
港
と
同
じ
よ
う

に
「
自
由
港
」
で
あ
り
、
関
税
は
一

切
徴
収
し
て
い
な
い
た
め
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
か
ら
飛
行
機
で
買
い
物
に
来
る

人
が
多
く
、
機
内
で
何
人
か
の
そ
ん

な
人
と
一
諸
に
な
り
ま
し
た
。

▲イタペチニンガのアントニオ市長は風呂か好きなのか”温泉

のある町、と姉妹都市になりたいと話した　しかし・一…
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日
本
の
古
い
風
習
が

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
は
、
夕
方
六
痔
こ

ろ
着
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
、
新
潟
県
人
が
し
ト
世

帯
ほ
ど
住
ん
で
い
ま
し
た
．
新
潟
県

の
人
は
、
占
川
町
と
妙
高
村
か
ら
行

っ
た
．
．
世
帯
で
、
向
う
に
移
住
し
た

こ
ろ
は
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
よ
う

で
す
が
、
今
は
商
売
に
転
向
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
．

　
妙
高
か
ら
行
っ
た
人
は
、
薬
屋
を

や
っ
て
い
る
と
か
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
土
地
が
欲
し
け
れ
ば
い
く
ら

で
も
あ
る
が
、
国
の
政
策
で
三
年
間

不
在
に
す
る
と
、
そ
の
土
地
を
国
が

没
収
し
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
価
格
は
、
　
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
百
万

円
の
所
な
ら
ザ
ラ
に
あ
る
そ
う
で
す

し
か
し
、
三
年
に
｝
回
あ
っ
ち
に
行

っ
た
り
す
る
ん
で
は
、
い
く
ら
百
万

円
の
土
地
で
も
結
構
高
く
つ
い
て
し

ま
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
ま
た
、
こ
の
街
に
は
「
ド
ロ
ボ
ウ

市
」
と
い
う
市
場
が
あ
っ
て
、
引
っ

た
く
り
や
ド
ロ
ボ
ウ
が
盗
ん
で
き
た

品
物
を
売
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し

た
。

　
メ
キ
シ
コ
と
同
じ
よ
う
に
貧
富
の

差
が
あ
る
た
め
か
ど
う
か
、
「
ド
ロ
ボ

ウ
の
多
い
街
だ
か
ら
、
日
本
の
方
は

特
に
持
ち
も
の
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
松
口
出
身
の
吉
川
健
策
さ
ん
は
、

こ
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
百
六
十
キ
ロ

離
れ
た
「
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ
」
と
い

う
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
彼
は
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
明
日
、
私
の
と

こ
ろ
に
ど
う
し
て
も
寄
っ
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
」
実
は
、
市
長
に
「
私
の

ふ
る
さ
と
の
町
長
が
来
る
」
と
晶
．
面
っ
た

ら
市
長
が
「
そ
れ
な
ら
是
非
会
い
た
い

か
ら
連
れ
て
来
い
」
と
言
わ
れ
た
の

で
「
と
に
か
く
ト
時
三
十
分
ま
で
に

来
て
も
ら
い
た
い
」
そ
ん
な
ふ
う
に

彼
に
せ
が
ま
れ
て
行
く
約
束
を
し
ま

し
た
。

　
彼
は
翌
朝
し
時
に
車
で
迎
え
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ
に
着
く
と
、
そ

こ
に
は
市
長
は
じ
め
議
長
、
教
育
長

顧
問
弁
”
護
L
そ
れ
に
カ
メ
ラ
マ
ン
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
開
口
］
番
「
日
本
の
人

は
、
リ
オ
や
サ
ン
。
ハ
ウ
・
ま
で
は
ど

な
た
も
来
る
が
、
こ
ん
な
田
舎
ま
で

来
て
く
れ
た
の
は
“
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・

村
山
”
が
初
め
て
で
す
」
と
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
　
「
昨
日
は
、
日
本
の
天

皇
の
誕
生
日
で
し
た
ね
．
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
足
を

払
わ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
サ
ン
。
ハ
ウ
ロ
に
着
い

て
「
県
人
会
の
歓
迎
。
ハ
ー
テ
ィ
ー
で

の
席
上
、
向
う
の
だ
れ
か
が
「
今
日

は
天
皇
誕
生
日
で
す
。
天
皇
陛
下
の

健
康
を
祈
っ
て
”
乾
杯
”
」
と
、
こ

こ
に
来
て
天
皇
づ
く
め
だ
っ
た
か
ら

で
す
。

　
土
産
に
と
「
お
墨
つ
き
で
、
サ
イ

ン
入
り
の
額
」
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
私
は
行
く
計
画
が
な
か
っ

た
の
で
、
観
光
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
少

し
残
っ
て
い
た
の
を
上
げ
た
ら
”
入
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浴
シ
！
ン
の
写
真
”
を
見
て
、
「
松
之

山
に
温
泉
が
あ
る
ん
で
す
か
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
は
な
い
し
、
姉
妹
都
市
の
関

係
を
是
非
結
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
突
然
言
わ
れ
、
苫
し
ま
ぎ
れ
に
、

「
帰
っ
て
議
会
と
相
談
し
ま
し
て
：

…
」
と
そ
の
場
を
し
の
い
で
き
ま
し

た
、　

と
な
h
・
に
居
た
占
川
さ
ん
は
、
通

訳
は
で
き
る
が
、
日
本
の
文
字
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
近

く
に
日
清
紡
の
会
社
が
あ
る
か
ら
、

2

て
こ
に
最
近
越
し
て
き
た
人
の
奥
さ

ん
に
頼
ん
で
市
長
か
ら
頂
い
た
額
を

▲吉川さんの家族と一諸に彼の応接間で　旧歳になる長女は親元を離れて大学生活を送っ

ている

訳
し
て
も
ら
っ
て
き
ま
す
、
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
し
て
き
た
ら
、
そ
の

内
容
は
「
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
村
山
を
こ

の
町
の
賓
客
と
し
て
お
迎
え
し
、
こ

の
こ
と
を
町
の
歴
史
に
永
久
に
残
す

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
」
と
い
う
こ

と
が
菩
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ
の
人
口
は
ト
ニ

万
人
で
、
議
員
の
数
は
ト
症
人
，
そ

の
う
ち
与
党
が
ト
人
で
、
野
党
が
五

人
と
い
う
議
会
構
成
で
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
よ
り
議

員
数
の
少
な
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
そ
れ
か
ら
占
川
さ
ん
は
、
二
L
二

年
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
ま
し
た
が

農
業
と
電
気
の
な
い
生
活
を
十
年
間

送
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
を
考
え
て

そ
の
土
地
を
売
り
払
い
、
今
の
イ
タ

ペ
チ
ニ
ン
ガ
に
移
り
、
現
在
は
日
用

雑
貨
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
彼
が
今
居
る
所
は
、
松
之
山
で
言

え
ば
郵
便
局
が
あ
る
四
ッ
角
の
場
所

に
あ
り
、
一
番
売
れ
る
の
は
「
生
卵
」

だ
そ
う
で
す
。
一
日
に
千
六
百
ダ
ー

ス
は
売
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
．

　
一
ダ
ー
ス
ニ
百
円
ぐ
ら
い
の
値
段

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
年
間
売
上

げ
は
｝
億
円
程
度
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
サ
ン
。
ハ
ウ
ロ
に
五
泊
し
た
う
ち
、

吉
川
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
一
度
、
ほ
か

ヂ懸

の
家
庭
に
二
度
ほ
ど
訪
間
し
て
感
じ

た
こ
と
は
い
ず
れ
の
家
庭
に
も
口
本

の
占
い
風
習
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
、
私
ど
も
お
客
が
行
く
ど

一
門
一
族
を
挙
げ
て
歓
迎
し
て
く
れ

る
風
習
が
残
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ま

た
、
驚
い
た
の
は
、
子
供
た
ち
が
集

ま
っ
て
き
て
、
お
互
い
に
手
の
甲
や

額
に
「
キ
ス
」
を
し
ま
す
一
テ
レ
ビ
や

映
画
で
西
洋
人
が
や
っ
て
い
る
の
は

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人

同
志
が
、
目
前
で
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
を
見
る
の
は
初
め
て

で
し
た
。

　
向
う
で
は
そ
れ
が
日
常
の
習
慣
と

な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
極
く
自
然
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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￥
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▲

そ
れ
を
見
て
日
本
は
、

がという所にある、そこは四ツ角に面した交通の要所でもある

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
西
洋

か
ら
男
女
の
キ
ス
し
か
導
入
し
な
か

っ
た
の
か
な
あ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た

こ
と
を
結
び
に
私
の
話
を
終
り
た
い

と
思
い
ま
す
．

　
　
法
律
相
談

　
”
法
律
相
談
所
”
が
開
か
れ
ま
す

人
権
・
土
地
・
家
庭
・
損
害
賠
償
な

ど
で
日
ご
ろ
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

と
き
：
…
・
9
月
1
7
日
㈲
1
0
時
～
1
5
時

と
こ
ろ
…
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
こ
れ
は
無
料
で
あ
り
、
相

談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
町
の
人
権
相
談
委
員
は
、
福
原
一

雄
さ
ん
（
天
水
越
・
酢
や
君
2
1
3

4
）
で
す
．
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算
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
そ
れ
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
非
常

に
時
間
が
不
規
則
で
、
困
り
は
て
た

会
社
で
は
時
間
を
決
め
て
、
そ
れ
ま

で
に
出
勤
し
た
者
に
「
朝
食
を
サ
ー

ビ
ス
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に
し
た

ら
一
斉
に
守
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
．

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
た
ち
は
、
　
「
ホ
ン

ダ
」
な
ど
の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
T
シ

ャ
ツ
や
作
業
服
を
着
て
い
る
こ
と
が

意
気
に
感
じ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
国
の
政
策
で

外
国
か
ら
企
業
が
入
っ
て
く
る
場
合

現
地
の
人
を
九
丘
％
採
用
す
る
こ
と

を
条
件
に
し
て
い
る
と
、
冒
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
こ
は
、
卜
六
世
紀
ご
ろ
ポ
ル
ト

ガ
ル
が
占
領
し
、
そ
れ
か
ら
百
年
ぐ

ら
い
の
間
は
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
領

土
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
に
な
っ
た
と
き

国
五
は
、
そ
の
国
土
が
あ
ま
り
に
も

広
い
た
め
諸
候
に
分
け
与
え
た
の
が

連
邦
制
や
州
制
度
に
な
っ
た
き
っ
か

け
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
．

　
外
交
と
軍
備
は
、
中
央
政
庁
が
掌

握
し
、
そ
の
他
の
こ
と
は
各
州
が
行

っ
て
い
る
、
日
本
と
は
や
は
り
一
味

違
う
お
国
が
ら
で
し
た
．

　
マ
ナ
オ
ス
は
、
香
港
と
同
じ
よ
う

に
「
自
由
港
」
で
あ
り
、
関
税
は
一

切
徴
収
し
て
い
な
い
た
め
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
か
ら
飛
行
機
で
買
い
物
に
来
る

人
が
多
く
、
機
内
で
何
人
か
の
そ
ん

な
人
と
一
諸
に
な
り
ま
し
た
。

▲イタペチニンガのアントニオ市長は風呂か好きなのか”温泉

のある町、と姉妹都市になりたいと話した　しかし・一…

■饗’灘露鐸繊1掴

日
本
の
古
い
風
習
が

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
は
、
夕
方
六
痔
こ

ろ
着
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
は
、
新
潟
県
人
が
し
ト
世

帯
ほ
ど
住
ん
で
い
ま
し
た
．
新
潟
県

の
人
は
、
占
川
町
と
妙
高
村
か
ら
行

っ
た
．
．
世
帯
で
、
向
う
に
移
住
し
た

こ
ろ
は
、
農
業
を
営
ん
で
い
た
よ
う

で
す
が
、
今
は
商
売
に
転
向
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
．

　
妙
高
か
ら
行
っ
た
人
は
、
薬
屋
を

や
っ
て
い
る
と
か
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
土
地
が
欲
し
け
れ
ば
い
く
ら

で
も
あ
る
が
、
国
の
政
策
で
三
年
間

不
在
に
す
る
と
、
そ
の
土
地
を
国
が

没
収
し
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
価
格
は
、
　
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
百
万

円
の
所
な
ら
ザ
ラ
に
あ
る
そ
う
で
す

し
か
し
、
三
年
に
｝
回
あ
っ
ち
に
行

っ
た
り
す
る
ん
で
は
、
い
く
ら
百
万

円
の
土
地
で
も
結
構
高
く
つ
い
て
し

ま
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
ま
た
、
こ
の
街
に
は
「
ド
ロ
ボ
ウ

市
」
と
い
う
市
場
が
あ
っ
て
、
引
っ

た
く
り
や
ド
ロ
ボ
ウ
が
盗
ん
で
き
た

品
物
を
売
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し

た
。

　
メ
キ
シ
コ
と
同
じ
よ
う
に
貧
富
の

差
が
あ
る
た
め
か
ど
う
か
、
「
ド
ロ
ボ

ウ
の
多
い
街
だ
か
ら
、
日
本
の
方
は

特
に
持
ち
も
の
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
松
口
出
身
の
吉
川
健
策
さ
ん
は
、

こ
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
百
六
十
キ
ロ

離
れ
た
「
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ
」
と
い

う
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
彼
は
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
明
日
、
私
の
と

こ
ろ
に
ど
う
し
て
も
寄
っ
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
」
実
は
、
市
長
に
「
私
の

ふ
る
さ
と
の
町
長
が
来
る
」
と
晶
．
面
っ
た

ら
市
長
が
「
そ
れ
な
ら
是
非
会
い
た
い

か
ら
連
れ
て
来
い
」
と
言
わ
れ
た
の

で
「
と
に
か
く
ト
時
三
十
分
ま
で
に

来
て
も
ら
い
た
い
」
そ
ん
な
ふ
う
に

彼
に
せ
が
ま
れ
て
行
く
約
束
を
し
ま

し
た
。

　
彼
は
翌
朝
し
時
に
車
で
迎
え
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。

　
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ
に
着
く
と
、
そ

こ
に
は
市
長
は
じ
め
議
長
、
教
育
長

顧
問
弁
”
護
L
そ
れ
に
カ
メ
ラ
マ
ン
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
開
口
］
番
「
日
本
の
人

は
、
リ
オ
や
サ
ン
。
ハ
ウ
・
ま
で
は
ど

な
た
も
来
る
が
、
こ
ん
な
田
舎
ま
で

来
て
く
れ
た
の
は
“
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・

村
山
”
が
初
め
て
で
す
」
と
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
　
「
昨
日
は
、
日
本
の
天

皇
の
誕
生
日
で
し
た
ね
．
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
足
を

払
わ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
サ
ン
。
ハ
ウ
ロ
に
着
い

て
「
県
人
会
の
歓
迎
。
ハ
ー
テ
ィ
ー
で

の
席
上
、
向
う
の
だ
れ
か
が
「
今
日

は
天
皇
誕
生
日
で
す
。
天
皇
陛
下
の

健
康
を
祈
っ
て
”
乾
杯
”
」
と
、
こ

こ
に
来
て
天
皇
づ
く
め
だ
っ
た
か
ら

で
す
。

　
土
産
に
と
「
お
墨
つ
き
で
、
サ
イ

ン
入
り
の
額
」
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
私
は
行
く
計
画
が
な
か
っ

た
の
で
、
観
光
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
少

し
残
っ
て
い
た
の
を
上
げ
た
ら
”
入

”1”lll”II”ll”【9】””i1””1川lmlIII川”1

浴
シ
！
ン
の
写
真
”
を
見
て
、
「
松
之

山
に
温
泉
が
あ
る
ん
で
す
か
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
は
な
い
し
、
姉
妹
都
市
の
関

係
を
是
非
結
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
突
然
言
わ
れ
、
苫
し
ま
ぎ
れ
に
、

「
帰
っ
て
議
会
と
相
談
し
ま
し
て
：

…
」
と
そ
の
場
を
し
の
い
で
き
ま
し

た
、　

と
な
h
・
に
居
た
占
川
さ
ん
は
、
通

訳
は
で
き
る
が
、
日
本
の
文
字
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
近

く
に
日
清
紡
の
会
社
が
あ
る
か
ら
、

2

て
こ
に
最
近
越
し
て
き
た
人
の
奥
さ

ん
に
頼
ん
で
市
長
か
ら
頂
い
た
額
を

▲吉川さんの家族と一諸に彼の応接間で　旧歳になる長女は親元を離れて大学生活を送っ

ている

訳
し
て
も
ら
っ
て
き
ま
す
、
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
し
て
き
た
ら
、
そ
の

内
容
は
「
セ
ニ
ョ
ー
ラ
・
村
山
を
こ

の
町
の
賓
客
と
し
て
お
迎
え
し
、
こ

の
こ
と
を
町
の
歴
史
に
永
久
に
残
す

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
」
と
い
う
こ

と
が
菩
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
タ
ペ
チ
ニ
ン
ガ
の
人
口
は
ト
ニ

万
人
で
、
議
員
の
数
は
ト
症
人
，
そ

の
う
ち
与
党
が
ト
人
で
、
野
党
が
五

人
と
い
う
議
会
構
成
で
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
よ
り
議

員
数
の
少
な
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◆

　
そ
れ
か
ら
占
川
さ
ん
は
、
二
L
二

年
前
に
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
ま
し
た
が

農
業
と
電
気
の
な
い
生
活
を
十
年
間

送
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
を
考
え
て

そ
の
土
地
を
売
り
払
い
、
今
の
イ
タ

ペ
チ
ニ
ン
ガ
に
移
り
、
現
在
は
日
用

雑
貨
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
彼
が
今
居
る
所
は
、
松
之
山
で
言

え
ば
郵
便
局
が
あ
る
四
ッ
角
の
場
所

に
あ
り
、
一
番
売
れ
る
の
は
「
生
卵
」

だ
そ
う
で
す
。
一
日
に
千
六
百
ダ
ー

ス
は
売
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
．

　
一
ダ
ー
ス
ニ
百
円
ぐ
ら
い
の
値
段

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
年
間
売
上

げ
は
｝
億
円
程
度
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
◆

　
サ
ン
。
ハ
ウ
ロ
に
五
泊
し
た
う
ち
、

吉
川
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
一
度
、
ほ
か

ヂ懸

の
家
庭
に
二
度
ほ
ど
訪
間
し
て
感
じ

た
こ
と
は
い
ず
れ
の
家
庭
に
も
口
本

の
占
い
風
習
が
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
、
私
ど
も
お
客
が
行
く
ど

一
門
一
族
を
挙
げ
て
歓
迎
し
て
く
れ

る
風
習
が
残
っ
て
い
ま
し
た
し
、
ま

た
、
驚
い
た
の
は
、
子
供
た
ち
が
集

ま
っ
て
き
て
、
お
互
い
に
手
の
甲
や

額
に
「
キ
ス
」
を
し
ま
す
一
テ
レ
ビ
や

映
画
で
西
洋
人
が
や
っ
て
い
る
の
は

見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人

同
志
が
、
目
前
で
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
を
見
る
の
は
初
め
て

で
し
た
。

　
向
う
で
は
そ
れ
が
日
常
の
習
慣
と

な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
極
く
自
然
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
ペ

　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
6
0

　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
℃
り

　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
o
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
家

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
▲

そ
れ
を
見
て
日
本
は
、

がという所にある、そこは四ツ角に面した交通の要所でもある

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
西
洋

か
ら
男
女
の
キ
ス
し
か
導
入
し
な
か

っ
た
の
か
な
あ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た

こ
と
を
結
び
に
私
の
話
を
終
り
た
い

と
思
い
ま
す
．

　
　
法
律
相
談

　
”
法
律
相
談
所
”
が
開
か
れ
ま
す

人
権
・
土
地
・
家
庭
・
損
害
賠
償
な

ど
で
日
ご
ろ
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

と
き
：
…
・
9
月
1
7
日
㈲
1
0
時
～
1
5
時

と
こ
ろ
…
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
こ
れ
は
無
料
で
あ
り
、
相

談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
町
の
人
権
相
談
委
員
は
、
福
原
一

雄
さ
ん
（
天
水
越
・
酢
や
君
2
1
3

4
）
で
す
．
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「応接員」を募集………女子2名

　　　　　池の平「妙高山荘」

採
用
月
日

待
　
　
遇

　
新
潟
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
の
宿
泊
施
設

「
妙
高
山
荘
」
で
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
応
接

員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
女
チ
2
名

受
験
資
格
　
3
0
歳
未
満

　
　
　
　
　
の
健
康
な

　
　
　
　
　
女
子
（
住

　
　
　
　
　
込
み
、
通

　
　
　
　
　
勤
い
ず
れ

　
　
　
　
　
も
可
能
）

学
　
歴
問
い
ま
せ
ん

採
用
試
験
　
面
接
の
み

昭
和
5
6
年
1
0
月
1
日

地
方
公
務
員
に
準
じ
ま

「
大
学
生
」
を
募
集

　
　
　
　
　
　
▽
海
上
保
安
大
学
△

　
海
上
保
安
庁
で
は
「
海
上
保
安
大
学
」

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
昭
和
5
6
年
9
月
1
6
日
か
ら

　
　
　
　
9
月
2
9
日
ま
で

受
験
資
格
　
昭
和
3
6
年
4
月
2
目
以
降

　
　
　
　
す
。

応
募
〆
切
　
昭
和
5
6
年
9
月
1
7
日

応
募
先
〒
9
5
1
新
潟
市
医
学

　
　
　
　
町
2
の
1
0
の
1
　
県
自
治

　
　
　
　
会
館
内
　
県
市
町
村
職
員

　
　
　
　
共
済
組
合
福
祉
課
あ
て

　
　
　
　
智
0
2
5
2
幽
3
0
1
5

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
卒
者

　
　
　
　
又
は
来
春
卒
業
す
る
見
込
み

　
　
　
　
の
人
。

試
験
科
目
　
一
般
教
養
・
作
文
・
身
体

　
　
　
　
検
査
及
び
人
物
調
査
な
ど
。

申
込
み
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先
　
〒
9

　
　
　
　
　
4
2
上
越
市
港
町
1
の
H

　
　
　
　
の
2
0
直
江
津
海
卜
保
安
署

　
　
　
　
費
0
2
5
5
㈲
3
8
0
1

も
っ
と
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
あ
な
た
の
セ
ン
ス

　
　
　
ー
十
日
町
職
業
訓
練
校
－

応
募
資
格
…

応
募
方
法
－

…
高
校
卒
業
者
ま
た
は
同

程
度
の
学
力
保
持
者

…
入
校
願
跡
な
ど
を
職
業

安
定
所
へ
こ
提
出
く
だ
さ

働
き
な
が
ら
大
学
へ

　
　
　
　
　
　
　
、
毎
日
育
英
会
で
ノ

　
　
　
　
　
　
　
〆
奨
学
生
を
募
集
、

　
毎
日
新
聞
社
で
は
、
首
都
圏
へ
の
進

学
希
望
者
に
対
し
、
奨
学
生
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
の
よ
う

に
高
騰
を
続
け
る
学
費
や
生
活
費
な
ど

の
父
兄
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
例
え
ば
、
私
立
の
文
科
系
の
大
学
（
進

学
し
た
場
合
、
四
年
間
に
学
費
、
生
活

費
を
合
わ
せ
て
約
七
百
万
円
、
各
種
専

門
学
校
の
場
合
、
二
年
問
で
約
四
百
万

円
も
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
ミ
（
葦

選
考
－

詳
し
く
は
…

：
ロ
と
き
0
］
O
H
・
3
寺

　
　
　
ー
ノ
3
　
　
　
　
　
1
四
p

か
ら
ロ
と
．
）
ろ
十
日
町
訓

練
校
ロ
試
験
科
目
現
代
国

語
、
数
学
－
　
面
接

…
卜
H
町
市
学
校
町
、
県

航
レ
H
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
智
0
2
5
7
5
の
1

1
0
5
）

　
こ
の
制
度
は
、
毎
日
新
聞
の
販
売
所

に
勤
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
費
の
貸

与
は
じ
め
奨
学
金
の
支
給
、
生
活
費
の

一
切
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
約
五
干
名
（
女
子
二
百
名
）

の
奨
学
生
が
こ
れ
に
よ
り
勉
学
と
仕
事

を
両
立
さ
せ
て
頑
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
奨
学
生
を
い
ま
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の

方
は
、
住
所
、
氏
名
、
高
校
名
、
電
話

番
号
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
左
記
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

　
〒
　
新
宿
区
大
久
保
3
の
1
4
の
4
毎

日
新
聞
社
早
稲
田
別
館
内
　
毎
日
育
英

会
K
係
　
奮
0
3
朔
1
7
1
1

住
宅
資
金
の
貸
付

　
　
　
最
高
00
万
円
・
年
利
6
％

　
　
　
　
　
4

▽
利
用
で
き
る
人
…
…
次
の
す
べ
て
に

　
該
当
す
る
人
で
す
。

　
①
県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
人
で
自

　
分
が
住
む
家
を
新
築
・
増
改
築
ま
た

　
は
購
入
す
る
人
。

　
②
現
在
こ
の
貸
付
制
度
を
利
用
し
て

　
い
な
い
人
。

　
③
他
に
資
金
の
調
達
が
困
難
で
、
貸

　
付
け
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

▽
貸
付
額
…
…
十
万
円
単
位
で
、
三
十

　
万
円
か
ら
四
百
万
円
ま
で
。

　
▽
貸
付
け
条
件

　
①
利
率
　
年
六
％
程
度

　
②
返
済
方
法
＋
年
以
内
の
元
利
均

　
等
返
済
。
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も

　
可
熊
て
す
。

　
③
保
証
人
・
担
保
　
金
融
機
関
の
定

　
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
受
付
期
間
…
…
昭
和
五
十
六

　
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

　
期
間
内
で
も
枠
が
一
杯
に
な
れ
ば
、

　
そ
の
時
点
で
締
切
り
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み
先
…
…
第
四
銀
行
・
北
越
銀

　
行
・
新
潟
相
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀

　
行
の
各
本
・
支
店
（
申
込
み
書
も
備

　
え
て
あ
り
ま
す
）

▽
貸
付
時
期
…
…
借
入
れ
希
望
時
期
に

　
応
じ
て
、
全
額
㎜
回
払
い
で
借
り
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
詳
し
く
は
…
…
上
越
労
政
事
務
所

　
（
上
越
市
中
央
三
ノ
一
一
ノ
六
含
㈹

　
2
4
9
3
）
へ
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㌦
「
青
年
の
主
張
」

　
　
　
　
　
　
　
K

　
　
　
　
　
　
　
H
新
潟
放
送
局

　
　
　
　
　
　
　
N

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
で
は
「
青
年
の

主
張
」
の
原
稿
を
次
の
要
領
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格
…
…
県
内
に
在
住
で
、
昭
和

組
年
1
月
1
6
日
か
ら
昭
和
4
1
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
性
別
、
職
業

学
歴
お
よ
び
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

締
切
…
…
1
0
月
2
3
日
㈹
当
日
消
印
有
効

こ
と
し
の
課
題

灘
懸
　
繋
鋤

聡　　　　羅

撒

　
1
い
ま
、
学
園
（
職
場
）
か
ら
訴
え

　
　
る

　
2
わ
た
し
の
挑
戦

　
3
ひ
と
つ
の
出
会
い

　
4
同
世
代
へ
の
提
言

　
5
国
際
社
会
と
青
年

応
募
方
法
…
…
右
の
課
題
か
ら
一
つ
を

選
び
、
5
分
以
内
で
発
表
を
終
え
る
原

稿
（
千
六
百
字
程
度
）
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。送

り
先
〒
9
5
0
新
潟
市
弁
天
1
N
H

K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の
主
張
」
係
〔
な

お
、
詳
し
い
応
募
規
定
を
ご
希
望
の
方

は
6
0
円
切
手
を
同
封
し
て
N
H
K
新
潟

放
送
局
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
〕

お
か
あ
さ
ん
〃
と
叫
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
中
へ
…
…

　
　
京
子
の
お
か
あ
さ
ん
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
京
子
は
：

　
今
か
ら
約
千
二
百
年
前
、
桓
武
天

皇
の
こ
ろ
、
大
伴
家
持
と
い
っ
て
、

大
変
歌
詠
み
が
上
手
で
、
学
問
と
武

勇
に
優
れ
た
人
が
お
り
ま
し
た
。

　
天
皇
の
言
付
け
で
え
ぞ
（
今
の
北

海
道
）
を
征
伐
し
た
と
き
、
失
敗
が

あ
っ
て
越
後
に
流
さ
れ
て
き
ま
し
た

　
彼
は
名
を
変
え
て
、
中
尾
に
住
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
庭

の
池
に
橋
を
か
け
「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」

と
名
づ
け
、
い
つ
も
池
の
周
り
を
歩

い
て
は
、
都
（
奈
良
）
を
思
い
出
し

力婦の方！ノ

病気になったら

この方に……

小谷・相沢ハマさん

　
4
0
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の

力
婦
の
方
が

病
気
に
な
り

近
所
の
方
な

ど
か
ら
食
事

や
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
場
合
、
一
日
当
り
千
五
百
円
程
度

の
介
護
料
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
潟
県
母
子
福
祉
連
合
会

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
、
　
コ

人
暮
し
の
力
婦
」
の
方
た
ち
に
と
っ
て

耳
よ
り
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
母
子
福
祉
会
長
相
沢
ハ

　
許
さ
れ
て
帰
る
日
を
心
待
ち
に
し
て

　
い
ま
し
た
。

　
　
家
持
に
は
京
子
と
い
う
心
の
や
さ

　
し
い
娘
が
あ
り
ま
し
た
。
京
子
は
、

　
小
さ
い
と
き
母
と
死
に
別
れ
ま
し
た

　
母
が
亡
く
な
る
と
き
「
こ
れ
は
、
お

　
か
あ
さ
ん
が
い
つ
も
大
切
に
し
て
い

秘
山
鏡

た
鏡
で
す
。
わ
た
し
に
会
い
た
く
な

っ
た
ら
、
こ
れ
を
出
し
て
版
、
』
ら
ん
な

さ
い
。
き
っ
と
若
い
こ
ろ
の
お
か
あ

さ
ん
に
会
え
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ

マ
さ
ん
（
小
谷
・
竹
本
台
3
4
8
8
）

か
、
役
場
・
福
祉
係
に
お
訪
ね
下
さ
い

あ
な
た
の
篤
志
を

犯
罪
被
害
救
援
基
金
へ

　
　
募
金
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
町
内
各
駐
在
所

　
「
通
り
魔
殺
人
」
や
「
爆
弾
事
件
」

な
ど
に
よ
り
死
亡
し
た
人
、
重
傷
を
負

っ
た
人
に
は
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
遺
児
と

な
っ
た
子
供
た
ち
へ
の
救
済
が
、
遅
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
財
団
法
人
犯
罪
被

　
　
　
　
　
　
　
　
難

て
、
鏡
を
京
子
に
渡
し
ま
し
た
。

　
京
子
は
、
い
つ
も
こ
の
鏡
を
大
切

に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
に

会
い
た
く
な
る
と
、
こ
の
鏡
を
出
し

て
は
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
京
子
は
二
度

め
の
母
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
母
は
、
何
か
に
つ
け
て
京
子
に

つ
ら
く
当
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
鏡

に
向
っ
て
亡
き
母
に
語
り
か
け
て
い

た
京
子
は
、
二
度
め
の
母
に
ひ
ど
く

し
か
ら
れ
、
ひ
と
り
で
庭
の
池
の
ほ

と
り
に
逃
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ふ
と
池
の
水
面
を
見
る

と
、
そ
こ
に
や
さ
し
い
亡
き
母
の
姿

が
見
え
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
京

子
は
思
わ
ず
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
叫

ん
で
、
池
の
中
に
飛
び
こ
ん
で
し
ま

害
救
援
基
金
」
を
設
け
、
育
英
資
金
の

　給

付
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
潟
県
で
も
、
広
く
県
民
の
方
が
た

　
か
ら
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
「
新

潟
県
犯
罪
被
害
救
援
基
金
募
金
協
力
会
」

　
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
　
賛
助
団
体
と
し
て
①
新
潟
県
②
県
防

犯
協
会
③
県
公
安
委
員
会
④
県
交
通
安

全
協
会
⑤
県
警
友
会
連
合
会
が
主
体
と

　
な
っ
て
ご
芳
志
を
公
募
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

　
　
何
と
ぞ
最
寄
り
の
駐
在
所
へ
ご
応
募

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
警
察
署
）

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
二
度
め

の
母
は
、
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
探
し

ま
し
た
が
、
つ
い
に
京
子
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

池
の
中
の
小
さ
な
島
に
、
一
本
の
ベ

ニ
ス
イ
セ
ン
の
花
が
、
か
わ
い
ら
し

く
咲
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
度

め
の
母
は
、
そ
れ
か
ら
心
を
入
れ
か

え
て
、
朝
な
夕
な
に
京
子
親
子
の
た

め
に
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
家
持
は
許
さ
れ
て
都
へ

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
度
め

の
母
は
、
髪
を
切
っ
て
観
音
堂
に
納

め
、
一
生
こ
の
地
で
京
子
を
弔
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
家
持
は
、
そ
の

心
を
哀
れ
に
思
い
十
一
面
観
音
像
を

残
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
（
松
之
山
の
自
然
よ
り
）
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「応接員」を募集………女子2名

　　　　　池の平「妙高山荘」

採
用
月
日

待
　
　
遇

　
新
潟
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
の
宿
泊
施
設

「
妙
高
山
荘
」
で
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
応
接

員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
女
チ
2
名

受
験
資
格
　
3
0
歳
未
満

　
　
　
　
　
の
健
康
な

　
　
　
　
　
女
子
（
住

　
　
　
　
　
込
み
、
通

　
　
　
　
　
勤
い
ず
れ

　
　
　
　
　
も
可
能
）

学
　
歴
問
い
ま
せ
ん

採
用
試
験
　
面
接
の
み

昭
和
5
6
年
1
0
月
1
日

地
方
公
務
員
に
準
じ
ま

「
大
学
生
」
を
募
集

　
　
　
　
　
　
▽
海
上
保
安
大
学
△

　
海
上
保
安
庁
で
は
「
海
上
保
安
大
学
」

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
昭
和
5
6
年
9
月
1
6
日
か
ら

　
　
　
　
9
月
2
9
日
ま
で

受
験
資
格
　
昭
和
3
6
年
4
月
2
目
以
降

　
　
　
　
す
。

応
募
〆
切
　
昭
和
5
6
年
9
月
1
7
日

応
募
先
〒
9
5
1
新
潟
市
医
学

　
　
　
　
町
2
の
1
0
の
1
　
県
自
治

　
　
　
　
会
館
内
　
県
市
町
村
職
員

　
　
　
　
共
済
組
合
福
祉
課
あ
て

　
　
　
　
智
0
2
5
2
幽
3
0
1
5

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
卒
者

　
　
　
　
又
は
来
春
卒
業
す
る
見
込
み

　
　
　
　
の
人
。

試
験
科
目
　
一
般
教
養
・
作
文
・
身
体

　
　
　
　
検
査
及
び
人
物
調
査
な
ど
。

申
込
み
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先
　
〒
9

　
　
　
　
　
4
2
上
越
市
港
町
1
の
H

　
　
　
　
の
2
0
直
江
津
海
卜
保
安
署

　
　
　
　
費
0
2
5
5
㈲
3
8
0
1

も
っ
と
伸
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
あ
な
た
の
セ
ン
ス

　
　
　
ー
十
日
町
職
業
訓
練
校
－

応
募
資
格
…

応
募
方
法
－

…
高
校
卒
業
者
ま
た
は
同

程
度
の
学
力
保
持
者

…
入
校
願
跡
な
ど
を
職
業

安
定
所
へ
こ
提
出
く
だ
さ

働
き
な
が
ら
大
学
へ

　
　
　
　
　
　
　
、
毎
日
育
英
会
で
ノ

　
　
　
　
　
　
　
〆
奨
学
生
を
募
集
、

　
毎
日
新
聞
社
で
は
、
首
都
圏
へ
の
進

学
希
望
者
に
対
し
、
奨
学
生
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
の
よ
う

に
高
騰
を
続
け
る
学
費
や
生
活
費
な
ど

の
父
兄
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た

め
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
例
え
ば
、
私
立
の
文
科
系
の
大
学
（
進

学
し
た
場
合
、
四
年
間
に
学
費
、
生
活

費
を
合
わ
せ
て
約
七
百
万
円
、
各
種
専

門
学
校
の
場
合
、
二
年
問
で
約
四
百
万

円
も
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
ミ
（
葦

選
考
－

詳
し
く
は
…

：
ロ
と
き
0
］
O
H
・
3
寺

　
　
　
ー
ノ
3
　
　
　
　
　
1
四
p

か
ら
ロ
と
．
）
ろ
十
日
町
訓

練
校
ロ
試
験
科
目
現
代
国

語
、
数
学
－
　
面
接

…
卜
H
町
市
学
校
町
、
県

航
レ
H
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
智
0
2
5
7
5
の
1

1
0
5
）

　
こ
の
制
度
は
、
毎
日
新
聞
の
販
売
所

に
勤
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
費
の
貸

与
は
じ
め
奨
学
金
の
支
給
、
生
活
費
の

一
切
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
約
五
干
名
（
女
子
二
百
名
）

の
奨
学
生
が
こ
れ
に
よ
り
勉
学
と
仕
事

を
両
立
さ
せ
て
頑
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
奨
学
生
を
い
ま
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の

方
は
、
住
所
、
氏
名
、
高
校
名
、
電
話

番
号
を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
左
記
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

　
〒
　
新
宿
区
大
久
保
3
の
1
4
の
4
毎

日
新
聞
社
早
稲
田
別
館
内
　
毎
日
育
英

会
K
係
　
奮
0
3
朔
1
7
1
1

住
宅
資
金
の
貸
付

　
　
　
最
高
00
万
円
・
年
利
6
％

　
　
　
　
　
4

▽
利
用
で
き
る
人
…
…
次
の
す
べ
て
に

　
該
当
す
る
人
で
す
。

　
①
県
内
の
中
小
企
業
で
働
く
人
で
自

　
分
が
住
む
家
を
新
築
・
増
改
築
ま
た

　
は
購
入
す
る
人
。

　
②
現
在
こ
の
貸
付
制
度
を
利
用
し
て

　
い
な
い
人
。

　
③
他
に
資
金
の
調
達
が
困
難
で
、
貸

　
付
け
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

▽
貸
付
額
…
…
十
万
円
単
位
で
、
三
十

　
万
円
か
ら
四
百
万
円
ま
で
。

　
▽
貸
付
け
条
件

　
①
利
率
　
年
六
％
程
度

　
②
返
済
方
法
＋
年
以
内
の
元
利
均

　
等
返
済
。
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も

　
可
熊
て
す
。

　
③
保
証
人
・
担
保
　
金
融
機
関
の
定

　
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
受
付
期
間
…
…
昭
和
五
十
六

　
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

　
期
間
内
で
も
枠
が
一
杯
に
な
れ
ば
、

　
そ
の
時
点
で
締
切
り
に
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み
先
…
…
第
四
銀
行
・
北
越
銀

　
行
・
新
潟
相
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀

　
行
の
各
本
・
支
店
（
申
込
み
書
も
備

　
え
て
あ
り
ま
す
）

▽
貸
付
時
期
…
…
借
入
れ
希
望
時
期
に

　
応
じ
て
、
全
額
㎜
回
払
い
で
借
り
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
詳
し
く
は
…
…
上
越
労
政
事
務
所

　
（
上
越
市
中
央
三
ノ
一
一
ノ
六
含
㈹

　
2
4
9
3
）
へ

Illll””III””【11】II”lll”ll”1”1””II“”””1”””””ll”1”III”広報まつのやま　Nα711””””ll“”lllII

㌦
「
青
年
の
主
張
」

　
　
　
　
　
　
　
K

　
　
　
　
　
　
　
H
新
潟
放
送
局

　
　
　
　
　
　
　
N

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
で
は
「
青
年
の

主
張
」
の
原
稿
を
次
の
要
領
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
資
格
…
…
県
内
に
在
住
で
、
昭
和

組
年
1
月
1
6
日
か
ら
昭
和
4
1
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
性
別
、
職
業

学
歴
お
よ
び
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

締
切
…
…
1
0
月
2
3
日
㈹
当
日
消
印
有
効

こ
と
し
の
課
題

灘
懸
　
繋
鋤

聡　　　　羅

撒

　
1
い
ま
、
学
園
（
職
場
）
か
ら
訴
え

　
　
る

　
2
わ
た
し
の
挑
戦

　
3
ひ
と
つ
の
出
会
い

　
4
同
世
代
へ
の
提
言

　
5
国
際
社
会
と
青
年

応
募
方
法
…
…
右
の
課
題
か
ら
一
つ
を

選
び
、
5
分
以
内
で
発
表
を
終
え
る
原

稿
（
千
六
百
字
程
度
）
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。送

り
先
〒
9
5
0
新
潟
市
弁
天
1
N
H

K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の
主
張
」
係
〔
な

お
、
詳
し
い
応
募
規
定
を
ご
希
望
の
方

は
6
0
円
切
手
を
同
封
し
て
N
H
K
新
潟

放
送
局
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
〕

お
か
あ
さ
ん
〃
と
叫
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
中
へ
…
…

　
　
京
子
の
お
か
あ
さ
ん
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
京
子
は
：

　
今
か
ら
約
千
二
百
年
前
、
桓
武
天

皇
の
こ
ろ
、
大
伴
家
持
と
い
っ
て
、

大
変
歌
詠
み
が
上
手
で
、
学
問
と
武

勇
に
優
れ
た
人
が
お
り
ま
し
た
。

　
天
皇
の
言
付
け
で
え
ぞ
（
今
の
北

海
道
）
を
征
伐
し
た
と
き
、
失
敗
が

あ
っ
て
越
後
に
流
さ
れ
て
き
ま
し
た

　
彼
は
名
を
変
え
て
、
中
尾
に
住
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
庭

の
池
に
橋
を
か
け
「
か
さ
さ
ぎ
の
橋
」

と
名
づ
け
、
い
つ
も
池
の
周
り
を
歩

い
て
は
、
都
（
奈
良
）
を
思
い
出
し

力婦の方！ノ

病気になったら

この方に……

小谷・相沢ハマさん

　
4
0
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の

力
婦
の
方
が

病
気
に
な
り

近
所
の
方
な

ど
か
ら
食
事

や
身
の
ま
わ
り
の
世
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
場
合
、
一
日
当
り
千
五
百
円
程
度

の
介
護
料
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
潟
県
母
子
福
祉
連
合
会

が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
、
　
コ

人
暮
し
の
力
婦
」
の
方
た
ち
に
と
っ
て

耳
よ
り
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
母
子
福
祉
会
長
相
沢
ハ

　
許
さ
れ
て
帰
る
日
を
心
待
ち
に
し
て

　
い
ま
し
た
。

　
　
家
持
に
は
京
子
と
い
う
心
の
や
さ

　
し
い
娘
が
あ
り
ま
し
た
。
京
子
は
、

　
小
さ
い
と
き
母
と
死
に
別
れ
ま
し
た

　
母
が
亡
く
な
る
と
き
「
こ
れ
は
、
お

　
か
あ
さ
ん
が
い
つ
も
大
切
に
し
て
い

秘
山
鏡

た
鏡
で
す
。
わ
た
し
に
会
い
た
く
な

っ
た
ら
、
こ
れ
を
出
し
て
版
、
』
ら
ん
な

さ
い
。
き
っ
と
若
い
こ
ろ
の
お
か
あ

さ
ん
に
会
え
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ

マ
さ
ん
（
小
谷
・
竹
本
台
3
4
8
8
）

か
、
役
場
・
福
祉
係
に
お
訪
ね
下
さ
い

あ
な
た
の
篤
志
を

犯
罪
被
害
救
援
基
金
へ

　
　
募
金
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
町
内
各
駐
在
所

　
「
通
り
魔
殺
人
」
や
「
爆
弾
事
件
」

な
ど
に
よ
り
死
亡
し
た
人
、
重
傷
を
負

っ
た
人
に
は
、
国
が
給
付
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
遺
児
と

な
っ
た
子
供
た
ち
へ
の
救
済
が
、
遅
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
財
団
法
人
犯
罪
被

　
　
　
　
　
　
　
　
難

て
、
鏡
を
京
子
に
渡
し
ま
し
た
。

　
京
子
は
、
い
つ
も
こ
の
鏡
を
大
切

に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
母
に

会
い
た
く
な
る
と
、
こ
の
鏡
を
出
し

て
は
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
京
子
は
二
度

め
の
母
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
母
は
、
何
か
に
つ
け
て
京
子
に

つ
ら
く
当
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
鏡

に
向
っ
て
亡
き
母
に
語
り
か
け
て
い

た
京
子
は
、
二
度
め
の
母
に
ひ
ど
く

し
か
ら
れ
、
ひ
と
り
で
庭
の
池
の
ほ

と
り
に
逃
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ふ
と
池
の
水
面
を
見
る

と
、
そ
こ
に
や
さ
し
い
亡
き
母
の
姿

が
見
え
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
京

子
は
思
わ
ず
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
叫

ん
で
、
池
の
中
に
飛
び
こ
ん
で
し
ま

害
救
援
基
金
」
を
設
け
、
育
英
資
金
の

　給

付
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
潟
県
で
も
、
広
く
県
民
の
方
が
た

　
か
ら
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
「
新

潟
県
犯
罪
被
害
救
援
基
金
募
金
協
力
会
」

　
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
　
賛
助
団
体
と
し
て
①
新
潟
県
②
県
防

犯
協
会
③
県
公
安
委
員
会
④
県
交
通
安

全
協
会
⑤
県
警
友
会
連
合
会
が
主
体
と

　
な
っ
て
ご
芳
志
を
公
募
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

　
　
何
と
ぞ
最
寄
り
の
駐
在
所
へ
ご
応
募

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
塚
警
察
署
）

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
二
度
め

の
母
は
、
気
が
狂
っ
た
よ
う
に
探
し

ま
し
た
が
、
つ
い
に
京
子
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

池
の
中
の
小
さ
な
島
に
、
一
本
の
ベ

ニ
ス
イ
セ
ン
の
花
が
、
か
わ
い
ら
し

く
咲
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
度

め
の
母
は
、
そ
れ
か
ら
心
を
入
れ
か

え
て
、
朝
な
夕
な
に
京
子
親
子
の
た

め
に
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
家
持
は
許
さ
れ
て
都
へ

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
度
め

の
母
は
、
髪
を
切
っ
て
観
音
堂
に
納

め
、
一
生
こ
の
地
で
京
子
を
弔
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
家
持
は
、
そ
の

心
を
哀
れ
に
思
い
十
一
面
観
音
像
を

残
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
（
松
之
山
の
自
然
よ
り
）
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電
話
帳
・
表
紙
の

「
デ
ザ
イ
ン
」

　
募
集
し
ま
す
　
　
電
々
公
社

デ
ザ
イ
ン
①
5
0
音
別
電
話
帳
／
便
利

で
、
身
近
な
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
と
し

て
②
職
業
別
電
話
帳
／
暮
し
と
ビ
ジ

ネ
ス
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
と

も
に
明
る
く
、
親
し
み
が
あ
る
こ
と

応
寡
資
格
新
潟
県
内
在
住
者
。

規
格
な
ど
①
大
き
さ
（
タ
テ
ニ
十
九

．
七
㎝
H
ヨ
コ
ニ
十
一
㎝
）
②
用
具

自
由
③
写
真
及
び
風
景
画
は
除
く
．

応
募
作
品
二
つ
と
も
タ
テ
型
と
し
、

タ
イ
ト
ル
は
ヨ
コ
書
き
と
し
ま
す
．

　
タ
イ
ト
ル
・
公
社
名
・
公
社
マ
ー

ク
は
、
公
社
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

必
要
な
方
は
．
電
話
帳
係
」
ま
で
む

申
出
く
だ
さ
い
、
作
品
は
未
発
表
の

も
の
と
し
、
応
募
作
品
は
む
返
し
し

ま
せ
ん
，
作
者
の
、
，
・
襲
と
し
て
　
何

を
表
現
し
た
の
か
L
を
別
に
菩
き
添

え
て
く
だ
さ
い
　
作
品
の
版
権
は
公

社
に
帰
属
し
ま
す
、

締
切
り
昭
和
5
6
午
9
月
2
5
H
〔
当
日

消
印
有
効
）

広
募
（
問
合
せ
）
先
〒
3
8
0
長
野

市
大
字
南
長
野
一
．
．
．
．
し
の
症
信
越

電
気
通
信
局
営
業
部
、
電
話
帳
係

あ
て
，

賞
金
入
選
：
1
5
万
円
ハ
各
一
点
㌔

佳
作
：
2
万
円
〔
各
し
点
）
参
加
賞

：
応
募
者
全
員
に

入
選
発
表
昭
和
瀦
年
m
月
中
句
：
直

接
本
へ
に
通
知
し
ま
す

奥
さ
ま
防
災
博
士
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
損
害
保
険
協
会

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
消
防

自
動
車
の
寄
贈
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な

防
災
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
　
「
奥
さ
ま
防

災
博
士
」
を
こ
と
し
も
選
ぶ
こ
と
に

鯛鞠擦驚
　　　　　　　剰騰力
老き鰯2鋸㈱
　　纏；藪o～15葱㊤

麟薄発閥、澄租手、下
騰欝、遜張畢藥、難野、赤

愈．叢幽、棄醤1、墨蝦萢、

索羅、藤愈、下鰻瀧

な
り
ま
し
た

　
こ
れ
は
．
家
庭
で
一
番
火
を
使
う

機
会
の
多
い
奥
さ
ま
こ
そ
家
庭
の
防

火
管
理
昔
に
ふ
さ
わ
し
い
”
と
い
う

趣
旨
か
ら
毎
年
選
ん
で
き
た
も
の
で

こ
と
し
で
ト
回
め
に
な
り
ま
す
　
そ

し
て
、
奥
さ
ま
防
災
博
L
が
中
心
と

な
っ
て
、
そ
の
地
域
全
体
で
防
災
意

識
が
広
が
る
よ
う
協
会
で
は
積
極
的

に
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す

▽
募
集
期
限
　
昭
和
5
6
年
1
0
月
3
1
日

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に

薬
草「

オ
ウ
レ
ン
」
栽
培
の

視
察
に
参
加
し
て

　
　
　
　
松
ロ
・
保
坂
武
雄

　
必
要
事
項
を
こ
記
入
の
L
、

　
に
お
送
り
く
だ
さ
い
、
　
〔
応
．
，
♪
月

　
紙
は
、
ハ
ガ
キ
で
協
会
に
こ
硝
求

　
く
だ
さ
い
、

▽
発
表
　
1
2
月
L
旬
、
本
人
に
直
接

　
通
知
が
あ
り
ま
す
、

▽
表
彰
伝
達
　
昭
和
5
7
年
－
月
器
日

　

一
．
r
膚
化
〉
襲
京
・
新
｛
栢
　
－
h
星
E
プ

　
ラ
ザ
ホ
テ
凸
で
、
行
い
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
請
求
・
応
募
先
　
〒
m
乎
代
田
区

　
神
田
淡
路
町
2
の
9
　
日
本
損
害

　
保
険
協
会
「
奥
さ
ま
防
災
博
士
」

　
の
係

▽
そ
の
他
　
こ
応
募
い
た
だ
い
た
方

　
の
中
か
ら
抽
選
で
、
蜘
名
の
方
に

　
「
ラ
ジ
オ
つ
き
ラ
イ
ト
」
が
プ
レ

　
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

募左▲
用記大
　　野
　　市

山
を
ぬ
い
谷
を
渡
り
て
急
坂
を

　
　
　
登
り
っ
く
し
て
オ
ウ
レ
ン
地
着

急
坂
を
登
り
標
高
し
百
の

　
　
　
山
面
を
う
め
て
オ
ウ
レ
ン
占
し

．
、
一
百
町
歩
の
山
を
開
き
て
オ
ウ
レ
ン
の

　
　
栽
培
広
く
、
、
億
円
越
ゆ

権
第
組
合
長
の
説
明
を

　
　
　
聞
き
つ
つ
ド
る
オ
ウ
レ
ン
の
山

木
も
れ
陽
と
通
風
L
壌
細
々
と

　
　
　
組
合
長
は
熱
心
に
説
く

山
を
聞
き
山
を
生
か
し
て
オ
ウ
レ
ン
の

　
　
苫
行
い
よ
い
よ
地
に
つ
き
て
広
し

自
然
林
の
木
陰
を
開
き
オ
ウ
レ
ン
の

　
　
敷
き
つ
め
て
占
し
既
に
花
散
る

何
の
へ
ん
て
つ
も
な
き
山
々
を

　
　
聞
き
て
占
き
オ
ウ
レ
ン
の
咲
く

　
　
（
福
井
）
で
栽
培
ホ
を
視
察

　
高
橋
　
敏
夫
（
天
水
島
・
土
原
）

△
轡
溜
却
電
●
元
院
）

△
・

1
　
　
新
婚
さ
ん

　
滝
沢
　
朋
・
士
（
猪
之
名
・
き
ぬ
や
）

△
薩
新
三
（
薗
腎
）
ー

　
村
山
　
修
↓
（
松
之
山
・
彦
八
）

△

…
　
　
…
－
ー

　
江
口
喜
志
子
（
曽
根
・
と
う
み
）

　
高
沢
　
　
眞
（
湯
本
・
下
駄
崖
）

樋
口
愛
由
嚢
（
田
麦
存

妻相南石高
1，7、し沢雲塚橋

久
保
田
有
庭
（
曽
根

高小村南鈴、占
橋目山雲木賀

　
　
　
　
ド
正
和
の
長
女
）

佳
代
へ
友
水
島
二
行
の
長
女
）

和
昭
〔
田
麦
疏
・
昭
の
．
長
男
）

　
健
（
西
之
前
・
英
春
の
長
男
）

　
堅
（
水
梨
・
成
一
の
長
男
）

良
太
へ
田
麦
疏
・
春
夫
の
長
男
）

　
　
　
　
・
薫
り
．
女
）

尚
美
〔
松
り
　
石
秋
の
．
、
女
）

春
美
（
ド
鰍
池
∴
治
り
、
女
）

智
チ
（
坂
中
・
敏
雄
の
。
．
．
女
〉

　
貢
【
松
之
山
・
．
花
昭
の
．
、
男
）

明
美
（
湯
山
・
　
一
成
の
．
．
女
4

美
幸
（
友
水
島
・
栄
蔵
の
二
女
）

喜
夫
（
丘
ト
チ
弔
・
政
司
の
二
男
〉

　
お
く
や
み

小
野
塚
信
忠
㈱
（
光
間

　
蔵
品
由
美
子
（
津
南
町
）

　
　
う
ぶ
声

滝
沢
　
尚
子
（
松
之
山
・
正
の
二
女
）

L
じ
川
ー
、

吐
巳
ー
～

占
川
－
、

涌
一
1

お
【

当
イ
ナ

小
口

山
岸

高
沢

植
木
シ
ゲ
ノ
8
5

和
久
井
卯
三
郎
伽

久
保
田
百
合
子
劉

小
野
塚
与
一
翻
（
湯
本

高関中村山渡
沢谷島山岸辺

　
　
　
　
　
　
・
大
ド
）

シ
ス
ση
（
松
口
・
水
上
）

ス
ギ
働
（
天
水
越
・
あ
め
や
）

政
信
⑳
（
三
桶
・
宮
ド
）

定
義
㈱
（
田
麦
立
・
滝
の
L
）

セ
ノ
㈹
（
藤
倉
・
新
宅
）

順
次
閣
（
湯
山
・
倉
）

マ
セ
伽
（
松
之
山
・
綿
屋
）

寅
占
㈲
（
湯
山
・
田
中
）

　
　
断
（
兎
口
・
植
木
屋
）

　
　
　
　
（
水
梨
・
前
田
）

　
　
　
ー
（
松
口
・
外
林
）

　
　
　
　
　
　
・
和
泉
屋
）

芳
雄
働
（
湯
山
・
元
院
）

キ
サ
㈱
（
新
山
・
向
山
）

ふ
く
圃
（
湯
本
・
上
土
橋
）

丑
三
㈹
（
水
梨
・
金
塚
）

進
一
㈲
（
黒
倉
・
中
屋
）

　
保
⑳
（
北
浦
田
・
隠
居
）

　難欝

雛 81／10第72号礁
辮

「
七
・
八
月
の
頃
が
一
番
ひ
ど
い
ん

で
す
。
ス
イ
カ
の
皮
が
多
く
て
。
こ

れ
を
燃
や
す
に
は
、
燃
料
が
倍
必
要

で
す
。
も
っ
と
、
水
を
切
っ
て
く
れ

る
と
有
難
い
ん
で
す
が
…
：
西

　
こ
れ
は
、
津
南
に
あ
る
ゴ
ミ
焼
却

場
で
聞
い
た
話
で
す
。
夏
は
乾
燥
し

て
い
る
か
ら
、
水
は
自
燃
に
切
れ
る

と
思
っ
た
ら
そ
う
で
な
く
、
こ
の
ス

イ
ヵ
の
皮
が
大
量
に
運
び
こ
ま
れ
て

い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
ほ
か
の
ゴ
ミ

ま
で
ぬ
れ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
昔
と
違
い
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
さ
え
お
け
ば
、
持
っ
て
行
っ

て
く
れ
る
「
便
利
な
時
代
」
・

　
し
か
し
、
昨
年
一
年
間
に
処
理
し

た
当
町
の
ゴ
ミ
は
五
百
二
十
一
ト
ン
で

こ
れ
に
対
す
る
町
の
負
担
金
は
、
六

百
六
十
三
万
円
（
ト
ン
当
り
一
万
二
千

七
百
二
十
六
円
）
で
、
燃
料
費
は
ト

ン
当
り
一
万
六
千
六
百
二
十
二
円
も

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

”
水
気
を
切
っ
て
か
ら
出
す
”
ほ
ん

の
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
町
の
経
費

が
大
き
く
違
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
召
し
上
っ
た
“
あ
な
た
”
に
是
非

ご
協
力
を
：
：
：
。

午前／布川センター（9：30～正午

午後／町役場……（13時～15時献血のおしらせ


